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はじめに

　1941年９月、ヴォルガ地方のドイツ人は、シベリアやカザフスタンへ強制移住させられ
た。1763年のエカテリーナ２世の布告に始まるおよそ180年におよぶヴォルガ地方のドイ
ツ人の歴史は、これによって幕を閉じた。
　ペレストロイカおよびソ連崩壊による史料公開の飛躍的向上のおかげで、ヴォルガ・ドイ
ツ人の強制移住に関して、公文書にもとづく実証的研究が可能となった。近年いくつかの研
究成果が発表され、当事者の回想録や推測のみに頼らざるを得なかった従来の強制移住像は
見直されつつある(1)。また史料集の刊行も行われている。
　1990年にKGBのドイツ人担当であったキチヒンが、内部文書を使った論考を発表したが、
史料公開がすすむにつれ、記述が不正確で信用性に乏しいことが明らかになった(2)。ドイツ
人強制移住に関する最初の本格的な論考は、1991年のニコライ・ブガイである(3)。彼はス
ターリンの民族強制移住全般にわたって研究を行っており、1992年に刊行した史料集でも
ドイツ人強制移住に関する多くの公文書を紹介した(4)。ブガイの一連の著作は文書館史料を
丹念に探索した初めての研究として評価できるものの、犠牲者数の特定に関心が片寄る嫌い
があり、強制移住の具体的なメカニズムをとらえきれていない。また事実関係の誤認も散見
される。1995年に発表された論考でも、こうした傾向に変化はない(5)。
　ドイツ人強制移住の研究ではアルカジー・ゲルマンが最も重要である。彼は、ヴォルガ・
ドイツ人自治共和国の設立から消滅までを扱った大著『ヴォルガのドイツ自治区』第２巻
（1994年刊）(6)の最後の章を強制移住にあてている。強制移住の準備過程や実施状況に関する
ゲルマンの記述は詳細かつ綿密であり、この問題がほとんど余すところなく検討されている
と言ってよい。強いて難点を挙げるとすれば、ヴォルガ・ドイツ人自治共和国史の最終場面
として強制移住を扱ったため、近隣のサラトフ州やスターリングラード州のドイツ人への視
点が弱いことであろう(7)。なお上記著作で引用された文書の一部は、彼が編集した史料集

1 旧来の強制移住研究の代表的な著作としては、次のものが挙げられよう。  Aleksandr Nekrich, The Punished
Peoples (New York: W. W. Norton & Company, 1978). またドイツ人の強制移住については、次の著作があ
る。  Ingeborg Fleischhauer and Benjamin Pinkus, The Soviet Germans: Past and Present (London: C.Hurst &
Company, 1986), pp. 66-91.

2 Кичихин А. Советские немцы: Откуда, куда и почему ? // Военно-исторический журнал. 1990. №8. С.32-
38; №9. С.28-38.

3 Бугай Н.Ф. 40-е годы: “Автономию немцев Поволжья ликвидировать...” // Вопросы истории. 1991. №2.
С.172-180.

4 Бугай Н.Ф.(сост.) Иосиф Сталин - Лаврентию Берии: «Их надо депортировать...». М., 1992.
5 Бугай Н.Ф. Л. Берия - И. Сталину: “Согласно Вашему указанию ...”. М., 1995. С.27-55.
6 Герман А.А. Немецкая Автономия на Волге. Часть II: Автономная республика 1924-1941. Саратов, 1994.
7 サラトフ州とスターリングラード州のドイツ人に関する簡単な言及は、次の文献にある。  Герман А.А. Депор-

тация немецкого населения из Саратова, Саратовской и Сталинградской областей // Миграцион-
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『ヴォルガ・ドイツ人共和国の歴史』(8)に収録・紹介されている。
　ヴォルガ・ドイツ人の移住先での受入状況についても、ここ数年、多くの研究が発表され
た(9)。またレンペリが文書館史料に基づいて整理した強制移住の基本データは、ヴォルガ・
ドイツ人を含めたドイツ人全体の移動の様子を跡付けるうえで非常に便利である(10)。さら
に、このほどドイツ語で出版されたロシア・ドイツ人の通史は、こうした最近のロシアでの
研究動向をふまえた強制移住像を簡潔に提示している(11)。
　一方、重要な史料集には、1995年にロシア民族学・人類学研究所からミロワ監修で出版
された『ドイツ人の強制移住』(12)がある。これはヴォルガ流域のドイツ人の強制移住に関す
る文書を数多く収めており、特に移住作戦の実行指令書は強制移住の実態解明にとって貴重
な史料である。ゲルマンが前掲著で利用した公文書の多くも、ここに収録されている。これ
以外では、『カザフスタンのドイツ人の歴史（1921～1975年）』(13)がカザフスタンでのドイ
ツ人受入の様子を裏付ける文書を多数収録している。またアウマンとチェボタリョワ編纂の
『文書に見るロシア・ドイツ人の歴史』(14)は、ヴォルガ入植からペレストロイカ期の自治区回
復運動に至る、幅広い時期の関連文書を集めているが、強制移住に関しても重要な公式決定
を紹介しており、参考になる。さらにドイツでは、強制移住から戦後にかけてのソ連ドイツ
人に関する公文書が翻訳・出版されている(15)。

　本稿では、ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラトフ州、スターリングラード州の３地域
をあわせたヴォルガ・ドイツ人全体を対象に、強制移住のメカニズムとその目的の解明を試
みる。本来ならば文書館での独自の史料調査を行うべきであろうが、現段階ではとりあえず
刊行された史料の分析に専念した。上に指摘したように、ミロワ監修の史料集には強制移住
の輪郭を捉えるのに十分な分量の史料が含まれており、これ以外にも刊行資料は数多くあ
る。こうした刊行された多くの一次史料を読み直すことで、基本的な部分はゲルマンの研究
に同意しつつも、いくつかの点で新たな解釈を提示することができると筆者は考えている。

ные процессы среди российских немцев: Исторический аспект (материалы международной научной
конференции, Анапа, 26-30 сентября 1997г.). М., 1998. С.277-283.

8 Герман А.А. История Республики немцев Поволжья в событиях, фактах, документах. М., 1996.
9 カザフスタンについては、 Алдажуманов К. Насильно в Казахстан: Депортация немецкого населения //

Анес Г. (сост.) Депортированные в Казахстан народы. Алматы, 1998. С.193-208. シベリアについては、
Шадт А.А. Прием и расселение спецпереселенцев-немцев в Западной Сибири (1941 - 1942 гг.) // Мигра-
ционные процессы среди российских немцев. С.314-322; Бруль В.И. Немцы в Западной Сибири. Часть II.
с. Топчиха, 1995. С.3-48; Он же. Миграционные процессы среди немцев Сибири в 1940 -1955 гг.//
Миграционные процессы среди российских немцев. С. 338-349.

10 Ремпель П.Б. Депортация немцев из европейской части СССР и трудармия по «совершенно секретным»
документам НКВД СССР 1941 -1944 гг. // Российские немцы. Проблемы истории, языка и современного
положения (материалы международной научной конференции, Анапа, 20-25 сентября 1995 г.). М.,
1996. С.69-96.

11 Alfred Eisfeld, Die Russlanddeutschen (München: Langen Müller, 1999), 2nd Edition, pp. 120-127.
12 Милова О.Л. (сост.), Депортации народов СССР (1930-е - 1950-е годы). Часть II. Депортация немцев

(сентябрь 1941 - февраль 1942 гг.). М., 1995.
13 Карпыкова Г.А. (отв. ред.) Из истории немцев Казахстана (1921 - 1975 гг.). Алматы - Москва, 1997.
14 Ауман В.А. Чеботарева В.Г.(сост.) История российских немцев в документах. М., 1993.
15 Alfred Eisfeld and Victor Herdt, eds., Deportation, Sondersiedlung, Arbeitsarmee (Köln: Verlag Wissenschaft und

Politik, 1996).



－183－

ヴォルガ・ドイツ人の強制移住

　まず第１節で強制移住の決定と準備状況、第２節で強制移住の実態について詳細な分析を
行い、そのメカニズムの解明に努める。ここではドイツ人を移送した列車の運行状況を分析
し、新たな視点から強制移住の実態を明らかにする。そして第３節で移住先での状況から強
制移住の目的を考える。なお本稿のテーマは、スターリン期のソ連政治やソ連の民族政策の
分析など、さまざまな方向へひろがりうる内容を含んでいる。しかし筆者の力量不足のため
に、他の民族の強制移住との比較を若干行ったものの、こうした点には言及できなかった。
これらについては、他日を期したいと思う。

1.移住決定

（1）決定

　1941年８月30日、ヴォルガ・ドイツ人自治共和国の党および最高会議の機関紙である『ボ
リシェヴィク』紙（ロシア語）と『ナフリフテン』紙（ドイツ語）に、８月28日付のソ連
最高会議幹部会令「ヴォルガ地域に居住するドイツ人の移住について」(16)が発表された。
　この決定は、「軍当局から得た信頼すべき情報によると、ヴォルガ地区に住むドイツ人住
民の中に、数千人から数万人の破壊分子とスパイがおり、彼らはドイツからの合図でヴォル
ガのドイツ人居住地区で爆弾を爆発させることになっている」としたうえで、これをソビエ
ト権力に報告しなかったのは「ヴォルガ地区のドイツ人住民が、ソビエトの人民と権力の敵
を自分たちに中に匿っている」ことを意味する、と決め付けた。そして「こうした望ましか
らぬ事態を回避し、流血の惨事を防ぐため」、ノヴォシビルスク州、オムスク州、アルタイ
地方、カザフ共和国などの、周囲から隔離された農地へドイツ人を移住させる、とした。
　これまでヴォルガ・ドイツ人の強制移住は、この幹部会令によるものとされてきた(17)。し
かしソ連崩壊後に公開された公文書から、これに先立って、ソ連人民委員会議および党中央
委員会決定「ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラトフ州、スターリングラード州の全ドイ
ツ人の他地方・州への移住について」（1941年８月26日付）(18)が出されていたことが明らか
になった。この決定は、ドイツ人の移住先、関係政府機関の役割分担、移住作戦の具体的な
手順などを事細かに規定している。つまり、「数千人から数万人の破壊分子とスパイ」とい
う荒唐無稽な嫌疑をドイツ人に投げかけた８月28日付ソ連最高会議幹部会令は、強制移住
に合法さを与えるための「表向き」の理由説明にすぎず、実際に強制移住の命令を下した実
行指令は、８月26日付ソ連人民委員会議および党中央委員会決定であった。ソ連内務人民
委員部（NKVD）作成の「ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、スターリングラード州、サラト
フ州からのドイツ人移住計画」やNKVDの強制移住実行指令が８月26日付決定をうける形
で作成されていたのも、この考えを裏付ける。
　８月28日付幹部会令の荒唐無稽さは、あらためて指摘するまでもないだろう。しかし当
局のドイツ人に対する嫌疑が全くの事実無根であったわけではない。当時、ヴォルガ・ドイ
ツ人自治共和国党委員会から中央への定期報告は、住民の愛国的行動とともに、少数ながら

16 Ауман. Указ. соч. С.159-160.
17 Fleischhauer, op. cit., pp.80-81; Бугай. 40-е годы. С.173.
18 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.229-233.



－184－

半谷史郎

否定的言動についても言及するのが常だった。このため独ソ戦が勃発してからは、「まもな
くヒトラーがモスクワに到達して、ボリシェヴィキはおしまいだ」「対ソ戦でドイツはまず、
わがドイツ人自治共和国に拠り所を求めるだろう。わたしたちは間違いなく、まもなく最初
のパラシュート部隊を迎えることができる。そしてわが共和国で激しい戦闘が始まる」といっ
た住民の声が中央へ伝わっていた(19)。また幹部会令の「ドイツからの合図でヴォルガのドイ
ツ人居住地区で爆弾を爆発させる」という記述も、当時の状況下では一定のリアリティを有
していたことも事実だ。ヴォルガ・ドイツ人自治共和国党委員会は独ソ戦勃発直後の６月26
日、「敵のパラシュート部隊・破壊分子対策の準備」に関する決定を採択している(20)。それだ
けではない。ある７月の夜、ヴォルガ・ドイツ人自治共和国西部のディッテリ村で防空警備
の当直をしていた党員たちは、上空に戦闘機が飛来するのを目撃した。当時この村では戦闘
機の飛来が非常に珍しい出来事だったため、当直の人たちは、飛行機がソ連機かドイツ機か、
また目的は何かを憶測しあったが、結局翌朝になって、ドイツの戦闘機からパラシュートを
つけた兵士が降下して合図の信号を送ったと目撃談をでっち上げ、地区当局へ報告した。こ
の噂は村中に広がり、NKVDが実際に捜索へ乗りだす事態にまで発展したという(21)。
　こうした点を考慮するなら、幹部会令の文面を全くの事実無根と切り捨てるわけにはいか
ないだろう。しかしながら、これらがごく例外的な、根拠に乏しい事例であることも紛れも
ない事実であり、「数千人から数万人の破壊分子とスパイ」という口実やヴォルガ・ドイツ
人全体への断罪は、やはり荒唐無稽としか言いようがない。現実には、独ソ戦開戦後、ヴォ
ルガ・ドイツ人自治共和国ではドイツ人が祖国ソ連の防衛に積極的に参加していた。人民義
勇軍へ多数のドイツ人が志願し、防衛基金に短期間で多額の寄付が集まった。またナチス・
ドイツの兵士や大衆に対する「同じ階級の兄弟たち」としてのアピールがヴォルガ・ドイツ
人の名で数多く発表されている(22)。
　ドイツ人強制移住の意図は、ドイツ人が「破壊分子とスパイ」であるという「事実」では
なく、むしろ有事の際の安全保障という国家・体制側の論理に求めるべきであろう。ナチス
のヨーロッパ侵略が始まると、ヨーロッパ各地にちらばるドイツ人を潜在的なスパイ、いわ
ゆる「第五列」として不審の目で見る傾向がヨーロッパで強まっていたが、これはソ連でも
同じであった。スターリン体制では、「大テロル」時の「疑わしき者は罰する」にみられる
ように、潜在的な可能性さえあれば十分に嫌疑の対象となった。こうした体制が、潜在的な
スパイのヴォルガ・ドイツ人を戦線付近に放置しては危険だとみなしても全く不思議はな
い。国境地帯の安全保障の確保を目的とした民族強制移住には、1937年の極東の朝鮮人、
1939年の西部国境のポーランド人など、すでにいくつもの前例がある。また赤軍内部では、
兵役法の採択を前に開催された1939年９月の人民委員会議の国防委員会で「不穏」民族の
扱いが議論となり、国境地帯に居住する一部民族（ドイツ人のほか、フィンランド人、ポー
ランド人、バルト諸民族、ブルガリア人、ギリシャ人、トルコ人、ルーマニア人）は徴兵対

19 Герман. Немецкая автономия. С.264-265.
20 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.134.
21 Герман. Немецкая автономия. С.265-266.
22 Герман. Немецкая автономия. С.273-277.
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象としないと決定していた(23)。潜在的な不安分子に対する当局の反応は、有事の安全保障と
いう国家・体制の論理からみれば、けっして奇異ではない。
　ドイツ人強制移住の政策決定過程はまだ不明である。ここでは強制移住の意図が何時ごろ
芽生えたかを推察する手がかりとして、いくつかの問題点を挙げるにとどめたい。
　KGBのドイツ人問題担当だったキチヒン中佐は、ヴォルガ地方でドイツ人スパイが暗躍し
ているとの情報を確かめるために、モロトフとベリヤが1941年７月にエンゲリス市を視察し
たと述べている。二人は党活動家・赤軍代表の会議に出席してヴォルガ・ドイツ人国家が
陥っている危機に注意を喚起し、何らかの対抗措置の必要性を指摘した、というのである(24)。
もしこの証言が正しいとすると、当局は７月の段階でドイツ人対策の必要性を認識していた
ことになり、この視察訪問が強制移住計画の正式決定に結びついたとみなすことも可能であ
る。しかしこの証言を裏付ける文書は見つかっておらず、事実であるかどうか今のところ確
証はない。文書館でこの証言を裏付ける公文書の探索を試みたゲルマンは、「非常に疑わし
い」と視察の実施に懐疑的である(25)。
　もう一つ注目されるのは、サラトフ州とヴォルガ・ドイツ人自治共和国のドイツ人住民数
の報告書（作成日不明）(26)である。内容は地元の国民経済集計局のデータに基づいて、1941
年６月１日現在のドイツ人住民の人数を地区別にまとめたものだ。報告書に記載されたドイ
ツ人の人数は、1939年の国勢調査と比べるとかなり増加している。またその数値は、一桁
の位まできちんと記入された非常に詳細なものだ。先に記した「ヴォルガ・ドイツ人自治共
和国、スターリングラード州およびサラトフ州からのドイツ人住民の移住計画」はこの数値
を引用しており、この報告書が強制移住の準備過程で重要なデータとして使われていること
を裏付けている。
　問題なのは、６月１日現在というデータの日付である。地区別の詳細な民族別人口調査が
毎月実施されていたとは考えにくい。年２回、半年ごとの調査ならありえないことはないが、
その場合も調査日は普通なら１月１日現在と7月1日現在になるので、6月1日という日付は
通常の調査ではありえない日付なのだ。これはあくまで推測の域を出ないが、ソ連当局が6
月22日に勃発した独ソ戦のごく早い段階で（もしくは戦争以前から）国内のドイツ人の処遇
を検討し、その資料として特別にドイツ人の人口調査を行なったのではないだろうか。
　なおブガイは、ドイツ人移住に関する８月12日付ソ連閣僚会議決定が存在し、当局が８
月半ば時点で強制移住の実施を決定していたと主張しているが(27)、ゲルマンはこの決定が９
月12日付の間違いだったことを明らかにし、８月26日以前にドイツ人強制移住が政治局内
で検討された形跡はないと述べている(28)。しかし上に見たように、1941年６月１日現在の
ドイツ人住民数に関する報告書はドイツ人を危険視する当局の意図を暗示しているように思

23 Шульга И.И. Изъятие из рядов Красной Армии военнослужащих-немцев в годы Великой Отечественной
войны (1941 - 1945 гг.) // Немцы России в контексте отечественной истории: общие проблемы и регио-
нальные особенности (материалы международной научной конференции, Москва, 17-20 сентября 1998
г.). М., 1999. С.347-348.

24 Кичихин. Указ. соч. №9. С.33.
25 Герман. Немецкая автономия. С.283.
26 Милова. Указ. соч. С.23-26.
27 Бугай Н.Ф. 40-е годы // История СССР. 1991. №2. С.173; Он же. Л. Берия - И. Сталину. С.28-29.
28 Герман. Депортация немецкого населения С.277-278.
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われ、独ソ戦勃発の早い段階から、密かに非公式レベルではドイツ人強制移住が計画されて
いたのではないだろうか。
　ヴォルガ・ドイツ人の強制移住の実態解明に移る前に、ヴォルガ地域以外のドイツ人の強
制移住について、その決定日時と人数をここで簡単にまとめておく(29)。

＊　９月６日：モスクワ市とモスクワ州、およびロストフ州からのドイツ人移住が発表。モ
スクワから8449人、ロストフ州から３万8288人が移住させられた。

＊ ９月21日：クラスノダール地方、オルジョニキッゼ地方、トゥーラ州、カバルダ・バ
ルカル自治共和国、北オセチア自治共和国からの移住決定が発表。それぞれ3万7300
人、8万8903人、3058人、5803人、2415人が移住させられた。

＊ ９月22日：ウクライナ共和国のザポロージェ州、スターリン州、ヴォロシロフグラー
ド州からの移住決定が発表。それぞれ３万2032人、３万5477人、9858人が移住させら
られた。

＊ 10月８日：ヴォロネジ州のドイツ人5125人の移住が決定した。
＊ 10月８日：グルジア、アゼルバイジャン、アルメニアからの移住が決定し、それぞれ

２万423人、２万2841人、212人が移住させられた。
＊ 10月22日：ダゲスタン自治共和国、チェチェン・イングーシ自治共和国からの移住が

決定し、あわせて7306人が移住させられた。
＊ 11月２日：カルムイク自治共和国からの移住が決定し、5525人が移住させられた。
＊ 11月 21日：クイビシェフ州からの移住が決定し、8787人が移住させられた。

　このほか日付不明ながら、ウクライナ共和国クリミア自治州のシンフェローポリから1900
人、同共和国ドニエプロペトロフスク市から3250人、ゴーリキー州から2544人が移住させ
られた。このように1941年末までに強制移住させられたドイツ人は80万人を超えた。なお
上記地域からの移住先は、ごく少数を除いて、ほとんどがカザフ共和国である。

（2）指揮系統

　本稿では以下、ヴォルガ・ドイツ人の強制移住について、次の文書５点に基づいて分析を
試みる。

① ソ連人民委員会議および党中央委員会決定「ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラト
フ州、スターリングラード州の全ドイツ人の他地方・州への移住について」(30)（８月
26日付、以下「８月26日決定」と略称）

② 「ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、スターリングラード州、サラトフ州からのドイツ
人移住計画」(31)（日付なし、以下「移住計画」と略称）

③ ソ連内務人民委員命令第1158号「ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラトフ州、ス

29 Ауман. Указ. соч. С.161-168; Милова. Указ. соч. С.63-68.
30 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.229-233.
31 Милова. Указ. соч. С.17-20.
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ターリングラード州からのドイツ人移住作戦実施に関する措置について」(32)（８月27
日付）

④ ソ連内務人民委員承認「ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラトフ州、スターリング
ラード州からのドイツ人移住作戦実施に関する指示」(33)（８月 27日付）

⑤ 「ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラトフ州、スターリングラード州からのドイツ
人移住作戦実施に関する指示」(34)（日付なし、④とは内容が一部異なる）

　ソ連人民委員会議と党中央委員会は「8月26日決定」で、ヴォルガ・ドイツ人自治共和
国、サラトフ州、スターリングラード州のドイツ人（事前調査でそれぞれ40万1746人、５
万4389人、２万3720人の計47万9855人）を、クラスノヤルスク地方、アルタイ地方、オ
ムスク州、ノヴォシビルスク州、カザフ共和国（セミパラチンスク州、アクモラ州、北カザ
フスタン州、クスタナイ州、パヴロダール州、東カザフスタン州）へ移住させると決定し、
移住作戦の指揮監督をNKVDに委ねた。現地で移住を実際に指揮する作戦グループ指揮官
には８月27日に、イワン・セロフNKVD副長官が任命された(35)。
　現地のヴォルガ流域での移住作戦は、セロフをトップに、7名で構成される「NKVD作戦
グループ」が統括した(36)。そしてNKVD作戦グループの指揮下には、極めて整然とした指
揮系統がつくられ、上から順に、「州作戦トロイカ」、「地区作戦トロイカ」(37)、「作戦グルー
プ」が置かれた。州作戦トロイカは州・自治共和国の単位で設置された。トロイカ（３人
組）の名称が示すように、通常3人（ヴォルガ・ドイツ人自治共和国のみ４人）で構成され、
州・自治共和国レベルで移住作戦の準備・実行に全責任を負った。各地の州作戦トロイカの
トップは、NKVD作戦グループのメンバーだった。州作戦トロイカの下に置かれた地区作
戦トロイカは、ドイツ人が多数居住する地域のNKVD地区局長、民警長、党地区委員会書
記で構成された。そして強制移住作戦の末端組織が作戦グループで、地元のNKVD職員と
中央から派遣された応援要員で編成された。ドイツ人住民と実際に対応したのは、この作戦
グループである。
　またNKVDには、移住作戦を円滑に行うため、農業人民委員部、穀物・家畜国営農場人
民委員部、およびソ連人民委員会議付属移住局（中央と地方の機関）に命令を下す権限が与
えられていた。農業人民委員部と穀物・家畜国営農場人民委員部は、移住によって残される
ドイツ人農民の財産（不動産、家畜など）を維持・管理するためであり、ソ連人民委員会議

32 Милова. Указ. соч. С.70-74.
33 Милова. Указ. соч. С.74-79.
34 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.233-236.
35 セロフは、ドイツ人のほか1943～ 44年のザカフカスや黒海沿岸の諸民族の強制移住でも指揮をとった。
彼は後に強制移住作戦成功の功績により、スヴォーロフ第一級勲章を与えられている。 Nekrich, op.cit.,
p.108.

36 次の7名 : NKVDのセロフ副長官、同収容所管理局のナセトキン局長（ヴォルガ･ドイツ人自治共和国作
戦トロイカ長兼務）、同民警局のガルキン局長（スターリングラード州作戦トロイカ長兼務）、同監督･監
査局のライフマン副局長（サラトフ州作戦トロイカ長兼務）、同СПУ（特別局か？）のドロズデツキー副
局長、同専門犯罪局のトカチェンコ副局長、同 СПУのイリイン副部長。

37 ソ連の行政区分で使われるрайонでなく、  участокという抽象的な区分割りの単語を用いている。これは
行政区分ではドイツ人の分布に偏りがあり、作業の効率が悪かったためと思われる。なお「移住計画」の
段階では、районの用語が用いられていた。
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付属移住局はドイツ人のシベリアやカザフスタン入植をNKVDが直接監督するためだった。
このほかの官庁では、供給人民委員部が移住するドイツ人からの穀物・飼料などの受け取り
と移住先での現物清算を、貿易人民委員部が移住列車での食事提供を、保健人民委員部が移
送列車の医療スタッフ・医薬品・医療器具の提供を、鉄道人民委員部と海運人民委員部と河
川運輸人民委員部が輸送車両・蒸気船の提供やドイツ人の輸送を、それぞれ命じられた。
　NKVDは、移住作戦全体の資金として、2000万ルーブルを国庫から前払いされた(38)。

（3）準備

　移住作戦を前に、現地へ多数のNKVD職員と民警が配置された。その数は、ヴォルガ・
ドイツ人自治共和国がNKVD職員1200人と民警2000人、サラトフ州がNKVD職員250人
と民警1000人、スターリングラード州がNKVD職員100人と民警250人、あわせてNKVD

職員1550人と民警3250人である。このほか８月26日には内務人民委員部の実働部隊である
NKVD軍にも動員令がかかった。ヴォルガ・ドイツ人自治共和国のエンゲリス市へ7550人、
サラトフ市へ2300人、スターリングラード市へ2500人、計１万2350人の大部隊である(39)。
NKVD軍は現地トップであるセロフの直属の指揮下に入り、29日には配置についた(40)。こう
した大規模な軍事力を背景に、作戦グループは強制移住の準備作業を猛烈な速度で進めた。
　作戦グループはまずドイツ人の人数調査を行った。彼らはコルホーズ、農村、都市へ赴
き、ドイツ人の家を一軒ずつ調査して、家族の人数を集計カードに記入するのである。妻は
ドイツ人で夫が非ドイツ人の家族は、移住対象から除外された。また家族のうちドイツ人で
ないものは対象外だったが、希望すれば家族と行動を共にすることができた。作戦グループ
は人数調査の時に、家長が家族全員の移住に責任を負うよう警告した。内務人民委員命令に
よると、家族の一部が逃亡した場合は家長が刑事責任を問われ、家族も処罰対象になった。
また移住を拒否した場合は、逮捕して強制的に移住させることになっていた。
　集計された移住対象者の人数は、作戦グループから地区作戦トロイカに報告される。地区
作戦トロイカは、このデータに基づいて移住作戦実行計画書を作成した。そして移住対象の
世帯数とそれぞれの家族構成、および移住対象者の馬車や自動車の有無を検討したうえで、
鉄道の乗車駅までの移送経路やNKVD要員の配置先が決められた。地区ごとに作成された
計画書は州作戦トロイカに提出され、承認を受ける。さらに州作戦トロイカが提出された計
画書をもとに出発日を決定し、移住列車の運行表を作成した。地区作戦トロイカは、運行表
で定められた日時にドイツ人を乗車駅へ移送する責任を負い、乗車駅までの移送手段を確保
することになっていた。
　ドイツ人への出発日の通達は、出発のおよそ数日前だった。州作戦トロイカの指示を受け
て、地区作戦トロイカが移住対象者リストを公表し、作戦グループが移住日と出発の準備を
個別にドイツ人へ通告した。
　現金以外に、日用品や小さな家財道具は、１世帯あたり１トンを限度に移住先へ持って行
くことが認められた。しかし大きな家財道具を持っていくのは許可されなかったし、家など

38 Герман. Немецкая автономия. С.286.
39 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.237-238.
40 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.240.
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の不動産は当然手放さざるをえなかった。都市住民の場合、残していく家財を信頼すべき人
を通じて売却して所有者の新しい居住地へ送金することが認められていた。一方、農民の所
有する農耕器具、家畜、家屋などは、地元のソビエト機関、農業人民委員部ならびに乳肉産
業人民委員部の代表から構成される特別委員会に引き渡された。引き渡しの際、委員会から
評価額を記した受領書が発行された(41)。受領書に記載されたものは、1941年度分の国庫納
入額とこれまでの未払い額を差し引いた上で、移住先で同等のものが提供されることが約束
された。また家屋は、移住先での新家屋もしくは建築資材（木材、釘、ガラス）の提供で対
応する、とされた。刈り入れ前の畑の収穫物は、そのまま放置せざるをえなかった。
　このほか、移住にあたって約１ヶ月分の食料を持参すること、荷物に名札をつけることが
指示された。
　迅速に移住作戦を成功させるためには、治安維持が重要な鍵となる。このため移住作戦の
実施中は「騒ぎやパニックが起きないように」し、「遅延行為、反ソ行動、武装衝突などが
起きた場合、事態解消に断固たる措置を取る」(42)ことが指示された。移住通告を個別に行い、
住民同士の話し合いや集会を禁止したのも、治安を保つためであった。また移住作戦開始前
に反ソ分子を逮捕せよと事前に指示が出ており、実際に８月29日と30日にあわせて81人
が逮捕されている(43)。
　NKVD作戦グループのセロフ指揮官からベリヤNKVD長官への現地報告によると、集計
カードの記入は８月29日に始まった(44)。ヴォルガからの移住第１陣は９月３日なので、上
に述べた全ての作業がわずか１週間足らずという、極めて短期間で行われたことになる。集
計の結果、移住対象となるドイツ人は、ヴォルガ・ドイツ人自治共和国が37万4225人、サ
ラトフ州が４万3101人、スターリングラード州が２万3945人、合計44万1271人と見積も
られた(45)。
　ゲルマンによると、列車への荷物搬入は９月１日から始まった。このため移住第１陣を割
り振られたポクロフスク、クラスヌィ・クト、グメリンカ、パラソフカなど、駅近くに住む
住民は、財産を処分したり持って行く荷物を整理する時間がわずか数日しかなかったとい
う。ドイツ人の駅までの移動には車や荷馬車が使われることになっていたが、しばしば確保
できない場合があり、ドイツ人の男たちが駅まで歩いて行かなければならないこともあっ
た。移送手段の不足を補うため、船で指定の駅まで運ばれる場合も多かった(46)。

（4）現地の反応

　「８月26日決定」は、翌日にはヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラトフ州、スターリン
グラード州の党・ソビエト指導者に通知された。そしてこの日に開かれた特別会議で、ドイ
ツ人強制移住に関する地方ごとの決定が採択された。決定は３地域どれもほぼ同じ内容で、

41 受領書の見本は、  Ауман. Указ. соч. С.163; Eisfeld, Die Russlanddeutschen, p. 123.
42 Милова. Указ. соч. С.73.
43 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.240.
44 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.240.
45 Милова. Указ. соч. С.63-64.
46 Герман. Немецкая автономия. С.297.
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まず中央決定への完全な賛意を示してその一貫した遂行を宣言した後、中央決定の言文をほ
ぼそのまま引き写した(47)。
　ヴォルガ・ドイツ人自治共和国人民委員会議のゲクマン議長は８月30日午前10時、同自
治共和国共産党のマロフ第１書記のもとを訪れた。ゲクマン議長は、ドイツ人の移住決定を
掲載した新聞を示しながら、「幹部会令を読んだ。これは正しいと思う。なぜなら私たちの
仲間には卑劣漢が多いからだ。私はこれを待っていた」と述べ、辞表を提出して受理され
た。27日にすでに党・ソビエト指導者の会議があったことを考えると、この辞任はデモン
ストレーションの色彩が濃い。自治共和国の要職にある他のドイツ人も、ほぼこのような形
で辞任した(48)。ヴォルガ・ドイツ人自治共和国の要職にあったドイツ人は、正式には党州委
員会ビューロー決定により９月５日付で解任されている（ゲクマン人民委員会議議長、ゴフ
マン最高会議幹部会議長、コルブマヘル党州委員会第３書記など）。なおゲクマンとコルブ
マヘルは９月16日付エンゲリス市党委員会決定によって、「８月28日付ソ連最高会議幹部会
令を誹謗する反ソ活動の性格を持つ行動」を理由に、強制移住の最中に党から除名された(49)。
　決定が新聞に公表されると、現地のドイツ人とそれ以外の人々の間にはっきりとした溝が
できた。エンゲリス市のロシア人住民は、移住決定を歓迎していた。徴兵通知を受け取った
ばかりのある労働者は「家族が内なる敵の脅威から逃れたので、これで安心して戦場へ行け
る」と述べた。「政府は正しいことをしている。ドイツ人はスパイばかりだ。奴等は互いに
匿いあっている」といった声も街中で聞かれた。またナチス・ドイツに追われたポーランド
人やチェコ人の難民たちも、決定を歓迎した。その一方でドイツ人のほとんどが移住決定に
怒りをあらわにしていた。「ツァーリの夢見たシベリア移住がとうとう実現する」と当局を
非難する者がいたし、「これは予測できた。ヒトラーがロシアを絞め殺そうとしている。も
うすぐドイツ軍がスターリングラード、そしてエンゲリスへやってきて、私たちを連れて
いってくれる」とソ連の敗北とナチス・ドイツによる解放に期待をかける声が聞かれた。エ
ンゲリス市では、強制移住を新聞発表で知り、移住をまぬがれようと、ドイツ人の夫との離
婚を申請したロシア人女性が何人もいた(50)。
　次にドイツ人の回想から、当時の様子を見てみる。
　ヴォルガ・ドイツ人自治共和国北部の農村に住んでいたゲンリフ・ジベルト(51)は、父や兄
と一緒に８月はずっと、村から10キロ離れた農場で小麦の収穫をしていた。しかし新聞に
移住決定が発表されると、班長から全員家へ帰るように命じられた。家へ帰る途中で会った
党組織の書記は、「これは正しい行為だ」と何度も繰り返し、騒ぎ立てないように、集まっ
て行動しないようにしてくれと懇願した。戻ってみると村は兵士に包囲され、外出禁止令が
出されていた。
　夜間は通りの見回りが行われていた。家畜を殺すのは禁止されていた。家畜はコルホーズ
へ引き渡さなければならなかったからだ。住民が残していく財産の受付係は軍人で、すべて

47 Герман. Немецкая автономия. С.290-291.
48 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.238.
49 Герман. Немецкая автономия. С.298-299.
50 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.238-239.
51 Бруль. Немцы в Западной Сибири. С.13.
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目分量で決めていた。家畜と家の財産と引き替えに、正式のものとは思えない受取証を受け
取った。その年８ヶ月間のコルホーズでの労働の支払いはなかった。
　村に残ったのはロシア語教師のロシア人女性と戦争前にカザフ人と結婚したドイツ人女性
だけだった。この二人の若い女性で、農村ソビエトの文書、コルホーズ、10年制の学校、２
軒の商店、薬局、病院、診療所、郵便局を引き受けることになった。
　彼の村の500人は車でヴォルガ川の船着き場に運ばれ、まず艀船でエンゲリス市まで連れ
ていかれた。それから貨物列車に100人ずつ詰め込まれ、エンゲリス、チムケント、セミパ
ラチンスク、ノヴォシビルスクを経由して、ノヴォシビルスク州のモシコヴォで降ろされた。
　一方、サラトフ市に住んでいたフローラ・テレンチエワ（旧姓ヴェリシ）(52)によると、「サ
ラトフから連れていかれる９月７日未明は、どの家も一睡もせず、みんな一緒に庭に座っ
て、ドイツ人を駅まで運ぶ車が来るのを待っていた」。フローラの乗せられた列車は66両編
成で、貨車一両ごとに40人から50人がのっていた。年長だった彼女の父は車両長になり、
時々大きな駅で配られるパンやスープの分配をした。列車はアラリスク、アルィシ、ジャン
ブル、アルマ・アタ、セミパラチンスク、バルナウールを経由して、９月19日にノヴォシ
ビルスクから85キロのオヤシ駅に着いた。

2.強制移住

（1）規定

　「移住計画」は、ドイツ人の移送を次のように定めていた。
　移送に使われる列車は1両40人乗りの65両編成で、このうち7～8両は移住者の荷物の
運搬に利用された。ヴォルガ・ドイツ人自治共和国40万1746人とサラトフ州５万4389人
のドイツ人の移送は、198本の列車（1万2870両(53)）で行われるとしていた。ちなみにこれ
は、荷物車両を列車1本あたり7.5両と換算した上で、移住対象のドイツ人の人数45万6000
人から算出したものと思われる。またスターリングラード州のドイツ人２万4700人(54)は、
船でアストラハン、カスピ海を経由してグリエフまで運ばれ、そこから鉄道で目的地まで送
られることになっていた。
　各列車には、NKVD護送軍司令官から任命された列車長が責任者として乗り込んだ。こ
のほか列車には警備にあたる兵士22名(55)、および医師１名と看護婦2名が同乗し、これら
要員のために兵士用車両と病人用隔離車両を1両ずつ連結するよう規定されていた。
　移送中の食事は１日２度、駅の食堂など特別に定められた場所を通じて提供することに
なっていた。食事の内容は、スープが１日１度、お湯が１日２度との規定だった。移送中の
ドイツ人の食事を賄うため、列車長には１人１日６ルーブル(56)計算で食費が前渡しされ、食
堂などへの支払は列車長が行った。

52 Бруль. Немцы в Западной Сибири. С.14-15.
53 原文の１万2875両は、計算違い。
54 「移住計画」は最初の部分でスターリングラード州のドイツ人を２万3720人と書いているが、ひとまず当
該部分の記述に従った。

55 移住直前の指示では、21名。 Милова. Указ. соч. С.90.
56 参考までに1941年の物価を記すと、肉１kgが８ルーブル、黒パン１kgが 85コペイカ、白パン１kgが
１ルーブル70コペイカだった。  Бруль. Немцы в Западной Сибири. С.23.
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　列車長には、実際の移送を前にさらに具体的な指示が出された。荷物車両は全車両数の10％
とすること、危険物（斧、鎌など）は人の乗った車両とは別にして、特別の車両で保管する
こと、食事は１日２度のスープおよびパン500グラム、と変更が加えられた(57)。
　こうした指示は、現実には守られない場合が多かった。車両に寝床がなかったり、隔離車
両が連結されないことがあった。また食料の配給も乱れがちで、特にお湯がないことはしば
しばだった。食料の代わりに「日当」という名目でドイツ人にお金が渡されることがあった
が、移送中に何かを買うことは非常に困難だった。食事も出さず、お金も渡さないという列
車長すらいたという(58)。
　移送中の列車の状況を、あるドイツ人は次のように回想している。

　９月９日に荷馬車でウルバフ駅に着き、翌日、家畜運搬用の列車でシベリアへ出発しました。貨

車には80人がひしめき、上には板寝床があって、うまくやった人がそこを陣取っていました。列車

には兵隊の貨車があって、そこからパンをもらいました。一日一回、大きな駅でスープがバケツで

配られました。パンは一日に二人で一つでした。自分の食料で煮炊きして腹をふくらませていまし

た。列車には水の入った樽があって、飲み水や子どもを拭くのに使っていました。一応一通りはそ

ろっていました(59)。

　一方、少ない人数で移送中の安全を確保するため、ドイツ人を相互に監視させるシステム
が取り入れられた。まず各車両ごとにドイツ人から車両長を選び、彼らに車両内の秩序管
理、列車長の指示の遂行、人数確認の責任を負わせた。第１節（４）のフローラ・テレンチ
エワの回想に出てくるように、車両長は食事の配分もしたようである。さらに車両８～10
両単位でグループを編成してその責任者を選出し、このグループごとの行動監視のために兵
士の責任者が任命された。
　列車長は命令に従わない者を営倉車両に入れることができた。そして最低１日１回は点呼
を行なって人数を確認するとともに、列車の運行状況や現在位置をNKVD特別入植部へ毎
日電信で報告する義務があった(60)。
　ドイツ人の移住者数や移送先といった強制移住の基本的なデータは、ドイツ人の送り出し
地および受け取り地でそれぞれ取りまとめたうえ、中央で集計されることになっていた(61)。
添付資料の「ドイツ人強制移住列車運行表」（以下「運行表」と略称）は、この集計記録を
基にして、出発時と到着時の駅・日付・人数が明らかになった列車を列車番号順に一覧表に
したものである(62)。「運行表」は中央の総合集計記録（1942年１月５日付(63)）を基本にして、
ドイツ人を受け入れた地方の集計結果でこれを補足した。地方の受け入れ記録が確認できた

57 Милова. Указ. соч. С.90-94.
58 Герман А.А. Курочкин А.Н. Немцы СССР в трудовой армии (1941 - 1945). М., 1998. С.34.
59 Бруль. Немцы в Западной Сибири. С.15.
60 Милова. Указ. соч. С.92.
61 Милова. Указ. соч. С.79.
62 ゲルマンも同じ史料に基づいてドイツ人の強制移住列車一覧表を作成しているが、彼の場合は列車番号で
なく出発駅･到着駅ごとに日付順でデータを整理し、ヴォルガ･ドイツ人自治共和国のドイツ人のみを対象
としている。 Герман А.А. Немецкая автономия. С.353-368.

63 Милова. Указ. соч. С.173-214.
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のは、アルタイ地方（1941年12月12日付）、クラスノヤルスク地方（1941年12月30日付）、
北カザフスタン州（1942年１月４日付）、およびカザフ共和国（1942年１月18日付）の4点
である(64)。
　作成にあたって、中央の総合集計と地方ごとの集計でデータが食い違っている場合には、
原則として地方のデータを優先した（データが食い違った部分には下線を付けるとともに、
備考欄に違いを明記した）。これは地方データの方が、強制移住の現場に近いだけに、現状
をより反映した、信頼性の高い情報だと思われるからだ。例えばアルタイ地方（列車番号
763号、798号、855号～895号の計41本）の出発時と到着時の人数に注目すると、中央の
データが人数を同じとした列車でも、その多くについて地方データは移動中に人数の増減が
あったとしている。こうした違いが発生したのは、中央集計の係官が情報収集を怠り、報告
書の出発時と到着時の人数に最初から同じ数字を書き込んだためではないかと思われる。同
様に到着日付についての中央と地方のデータの相違も、列車運行に早着・遅延が起きたにも
かかわらず、出発時に予定していた到着日をそのまま書き込んで中央集計記録を作成したこ
とが原因であろう。ただしカザフ共和国の集計は例外である。これは列車番号が重複したり
意味不明の数字が散見されるなど、文書作成者の事務処理能力および数値の信頼性に疑問が
残るので、中央のデータを優先した。またデータの一部が欠落している場合があったが、そ
の部分は空白とした。
　なおヴォルガ・ドイツ人自治共和国の首都ポクロフスク市は1931年にエンゲリス市に改
称されているが、強制移住時には駅名はポクロフスクのままだった。
　「運行表」からは188本の列車、45万 1806人の移動の様子を裏付けることができる。以
下、「運行表」を基に「移住計画」が規定した移送の実態を検証する。なお「運行表」725号
～735a号のグリエフ駅発の列車12本、２万6880人は、「移住計画」の船で移送するスター
リングラード州のドイツ人に相当する。そこで以下では、まず列車によって移送されたヴォ
ルガ・ドイツ人自治共和国とサラトフ州のドイツ人42万4926人（列車176本）について検
討し、それから項を改めて船による移送を取り扱う。

（2）列車による移送

　「８月26日決定」は、ヴォルガ流域からのドイツ人強制移住を９月３日開始、20日完了
と命じていた。「運行表」で確認すると、開始は予定通り９月３日だったが、完了は一日遅
れの21日だった。しかし21日にもつれこんだ列車はウヴェク駅発815号のわずか１本だけ
であり、ヴォルガ・ドイツ人の移住作戦はほぼ当初の計画通り実行されたといえる。なお中
央の報告書では作戦は予定通り20日に終了したことになっており、列車１本が遅れた事実
は現場でもみ消されたようだ。
　ドイツ人の移送は30の駅から行われた（図１参照）。ヴォルガ・ドイツ人自治共和国が15
駅、サラトフ州が12駅、スターリングラード州が３駅だが、このうちサラトフ州のウヴェ
ク駅と、スターリングラード州の３駅（カムイシン、メドヴェジツァ、ネトカチェヴォ）は
ヴォルガ・ドイツ人自治共和国のドイツ人を運ぶために使われた。

64 Милова. Указ. соч. С.153-171.
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　最も多く利用されたのはポクロフスク駅で、ここから46本の列車が出発し、全体の４分
の１近くにあたる10万8922人が西シベリアやカザフスタンへ移送された。この駅にはエン
ゲリス市をはじめ、ヴォルガ川流域の６つの地区（カントン）からドイツ人が集められ(65)、
ほぼ毎日数千人単位で強制移住が行われている。最も列車が集中した９月16日には、この
日だけで１万6669人もの人々がヴォルガの地を後にした。これに次ぐのが、ヴォルガ川流
域の自治共和国中部地域からドイツ人が集められたウヴェク駅（21本、４万8629人）であ
る。60～80㎞も離れたバリツェル地区から歩いてきたドイツ人がようやく駅に到着しはじ
めた９月14日以降、ウヴェク駅からの列車出発は頻繁になる(66)。またサラトフ市とその周
辺地区のドイツ人が集められたサラトフ駅からは13本の列車で３万125人が移送されてい
る。この三駅にアニソフカ駅も含めると、19万9497人というヴォルガ・ドイツ人の半数近
くがサラトフ、エンゲリス周辺地域から強制移住させられた計算になる。

図 1：ドイツ人強制移住時のヴォルガ流域の鉄道網

　このほか多くのドイツ人を移送した駅としては、メドヴェジツァ駅（10本、２万6442人）、
カムイシン駅（８本、２万2713人）、ベズィミャンナヤ駅（８本、１万9705人）、クラスヌィ・
クト駅（７本、１万7062人）、レペヒンスカヤ駅（７本、１万6649人）、ナホイ駅（７本、
１万6286人）がある。
　19日間におよんだ移住作戦の間、毎日多数のドイツ人が列車で運ばれていった。その数
は、少ない日でも数千人、最も多い日には３万8420人（９月８日）にもなり、一日平均２
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65 第１節（４）のゲンリフ･ジベルトの回想を参照のこと。
66 Герман. Немецкая автономия. С.299.なお出発駅と地区との対応関係は、次を参照。 Герман. Немецкая

автономия. С.353-354.
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万３千人強である。行政区分別では、ヴォルガ・ドイツ人自治共和国からは36万5574人(67)

（151本）、サラトフ州からは５万9352人（25本）だった。
　これだけ一時に多くの列車を運行したために、渋滞が起きて列車運行に支障がでている。
現地の指揮トップのセロフは、９月９日付の報告書に「作戦は正常に進んでいるが、列車の
運行はうまくいっていない。この間出発した61本のうち31本がまだサラトフ州内にある。
こうした状況では２、３日後には積み込みの失敗が起きかねない。駅間に中間監視所を設け
て渋滞の解消策を計っており、リャザン・ウラル鉄道長官には駅の作業のより綿密な管理を
要求した」(68)と書いている。
　次に、ヴォルガ・ドイツ人がどこからどこへ移住させられたかを分析してみる。
　表１は、ヴォルガ流域から発車した列車176本42万4926人の行き先をまとめたものである。

表 1：ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラトフ州からの強制移住先

地　　域 人　　数
ヴォルガ・

サラトフ州ドイツ人自治共和国

ア ル タ イ 地 方 87,755人 （37本） 78,183人 （33本） 9,572人 （ 4本）
クラスノヤルスク地方 77,705人 （33本） 77,705人 （33本）
ノヴォシビルスク州 87,816人 （37本） 74,299人 （31本） 13,517人 （  6本）

83,023人 （31本） 70,284人 （26本） 12,739人 （  5本）
カ ザ フ 共 和 国 88,627人 （38本） 65,103人 （28本） 23,524人 （10本）
ア ク モ ラ 州 30,317人 （13本） 28,005人 （12本）  2,312人 （  1本）
ク ス タ ナ イ 州 16,095人 （  7本） 13,712人 （  6本）  2,383人 （  1本）
パヴロダール州 21,131人 （  9本）  4,562人 （  2本） 16,569人 （  7本）
北カザフスタン州 21,084人 （  9本） 18,824人 （  8本）  2,260人 （  1本）

　　合　　　　計 424,926人（176本） 365,574人（151本） 59,352人（25本）

　これをみてわかるように、クラスノヤルスク地方が人数で若干少ないものの、ドイツ人は
シベリア４地域とこれに隣接するカザフ共和国北東部へほぼ均等に移住させられている。だ
がヴォルガ・ドイツ人自治共和国とサラトフ州とを比べると、両者の移住先には若干の違い
がある。シベリアでは、アルタイ地方とクラスノヤルスク地方へ強制移住させられたドイツ
人は、ほぼヴォルガ・ドイツ人自治共和国出身の人々で占められていた。逆にカザフスタン
のパヴロダール州は、ほとんどがサラトフ州出身者で占められている。また強制移住先を出
発駅との対応関連でみると、アルタイ地方はヴォルガ川左岸地域、オムスク州はヴォルガ川
右岸地域（特にカムイシン駅からメドヴェジツァ駅にかけてのヴォルガ・ドイツ人自治共和
国南西部）の割合がかなり高い。クラスノヤルスク地方とノヴォシビルスク州は半数前後が

内
　
　
　
　
訳

67 ゲルマンは、ヴォルガ･ドイツ人自治共和国から移住させられたドイツ人を36万5764人と算出している。
ゲルマンの作成した列車一覧表をみると、人数や出発日のデータが一部で筆者の運行表と異なっている。
しかしこの違いは大勢に影響を与えるほどのものではない。  Герман. Немецкая автономия. С.301,353-358.

68 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.241.

オ   ム   ス   ク   州
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ポクロフスク駅から運ばれてきている。一方カザフ共和国はポクロフスク、ウヴェク両駅が
中心であるものの、全地域からほぼまんべんなくドイツ人が送り込まれた。
　次にヴォルガからシベリア、カザフスタンへの移送経路を考察する。アルタイ地方やノ
ヴォシビルスク州に送られたドイツ人は、列車はアルマ・アタなどを経由する南回りだった
と証言している(69)。かなり遠回りな経路だが、これは本当だろうか。またシベリアの他の地
域（オムスク州、クラスノヤルスク地方）やカザフ共和国北東部の各州へはどういう経路で
運ばれたのだろうか。ゲルマンは、ドイツ人を運ぶ列車は、戦線へ向かう軍用列車の通行を
妨げないように幹線のシベリア鉄道を避け、ウラリスク、アクチュビンスク経由で南に大回
りし、アルマ・アタを通ってバルナウールからノヴォシビルスクへ抜けた上で、そこから西
（オムスク州や北カザフスタン州）や東（クラスノヤルスク地方）へ向かった、としている(70)。
ドイツ人の移送経路を「運行表」によって再検討してみる。
　ヴォルガ・ドイツ人自治共和国、サラトフ州、スターリングラード州から出発した列車の
うち、発着時の日付が不明なものを除くと、「運行表」から185本の列車（グリエフ発の列
車を含む）の動きが把握できる。表２は、到着までの平均所要日数を到着駅の行政区分別に
整理したものである。

表 2：強制移住先ごとの平均所要日数（グリエフ発の列車を含む）

カザフ共和国

平均日数 11.8 13.5 13.5 9.6 8.6 10.9 5.9 10.0 8.4 9.3 11.3
列車本数 36 33 37 31 13 7 7 8 9 4 185

　まずドイツ人が証言している南回りのルートをたどってみる（図２参照）。この経路に位
置するドイツ人の移住先までの移送日数は、セミパラチンスク州9.3日、東カザフスタン州
（行政中心地はウスチ・カメノゴルスク）10.9日、アルタイ地方（同バルナウール）11.8日、
ノヴォシビルスク州13.5日と、距離が増すごとに順当に到着までの平均所要日数が増加し
ている。ノヴォシビルスク州から東へ向かったクラスノヤルスク地方は、ノヴォシビルスク
州と日数の差がない。これは「運行表」作成にあたってクラスノヤルスク地方のデータが地
元集計で内容が補正されているのに対して、ノヴォシビルスク州のデータは中央の総合集計
そのままであることが影響している可能性がある。補正をしない中央の総合集計のデータの

69 第１節（４）のゲンリフ･ジベルトとフローラ･テレンチエワの回想を参照。
70 Герман А.А. Немецкая автономия. С.304.
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ままなら、クラスノヤルスク地方までの所要日数は13.75日となり、ノヴォシビルスク州よ
り移送日数が長くなる。
　問題なのは、ノヴォシビルスクより西に位置する地域だ。オムスク州は9.6日、北カザフ
スタン州（行政中心地はペトロパヴロフスク）は8.4日と、ノヴォシビルスクよりあきらか
に所要日数が短いだけでなく、より西にあるほど短いのである。つまり平均所要日数のデー
タを見る限り、ノヴォシビルスク以西の地域を目的地とする列車は南回りの迂回ルートでは
なく、チカロフ経由で直接シベリア鉄道に入り、東へ向かう北回りルートをとったと考える
方が自然なのだ。北回りルートに沿って平均所要日数を追うと、クスタナイ州5.9日、北カ
ザフスタン州8.4日、アクモラ州8.6日、オムスク州9.6日、パヴロダール州10.0日となる。
これが自然な流れであろう。なお移送列車が北回りルートでオムスク州を経由してノヴォシ
ビルスク州へ行った可能性も考えられるが、オムスクからほぼ同距離のパヴロダール州とノ
ヴォシビルスク州で所要日数にかなり開きがあることから、ノヴォシビルスク州への移送列
車が北回り経路をとった可能性は低いと思われる。

図 2：ドイツ人強制移住時のシベリア・カザフスタンの鉄道網

　むろんこうした推論は、途中駅での停車や渋滞などを含め、すべての列車が同じ条件で運
行したことが大前提である。また地域によって列車本数に偏りがあり、シベリアの各地域と
カザフ共和国各州（特にセミパラチンスク州）を同列で比較することが本当に可能なのか、
疑問の余地も残る。しかし史料の制約・限界はあるものの、「運行表」からは、ヴォルガ地
方からシベリアやカザフスタンへのドイツ人の移送に際して、南回りの迂遠ルートを使った
列車（目的地：カザフ共和国のセミパラチンスク州、東カザフスタン州、それにシベリアの
アルタイ地方、ノヴォシビルスク州、クラスノヤルスク地方）と、シベリア鉄道経由の北回
りルートを使った列車（目的地：カザフ共和国のクスタナイ州、北カザフスタン州、アクモ
ラ州、パヴロダール州およびシベリアのオムスク州）があったと推測できるのである。
　ところで列車の移送は、非常につらいものだったという。食事の様子はすでに述べたが、
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排泄の処理は精神的にも肉体的にもかなりの負担だったし、車内の衛生状態の悪さから胃腸
の伝染病が蔓延し多くの子供が犠牲になったという。その一方で移送中の車内での出産も
あった。また停車時間について情報がうまく伝わらなかったために、用便をすませたりお湯
を取りに行っている間に列車が出発してしまうという、乗り遅れの事故もかなりあったとい
う。乗り遅れた人たちは後続の列車に積み込まれたが、列車がそれぞれ行き先が違うため
に、家族がばらばらになってしまうことも多かった。このほか停車中に逃亡するケースもみ
られたが、ほぼ全員が逮捕され、厳しい処罰を受けている(71)。
　残念ながら「運行表」からは、こうした移送中の人数増減を明確につかむことは不可能で
ある。「運行表」作成に用いた原史料には、一部に出産・死亡・乗り遅れの件数が記されて
いるが、すべてを網羅した記録は存在しない。また出発時と到着時との人数差は、それが出
産・死亡・乗り遅れによるものなのか、それとも記録作成時の単なる誤記によるものなの
か、判別できない。「運行表」は、そこから出発・到着地や人数の移動に関する大まかな傾
向をつかむことはできても、詳細な人数の変化を把握できるほど正確な記録ではないのだ。
　ゲルマンは、ヴォルガ・ドイツ人自治共和国から移送された全列車で、少なくとも129人
の死亡（大半が子供）が確認でき(72)、サラトフ州とスターリングラード州からの全列車では
36人が死亡、乗り遅れや病気による下車が72人だった(73)、と述べている。またカザフ共和
国ジャンブール州の現地報告（1941年11月5日付）によると、同州には列車５本で１万2200
人がモスクワ市から連れてこられたが、移送途中の死亡者は41人だった。そして死亡の他
に、出生23人、合流14人、自殺２人、乗り遅れ34人が記録されている(74)。
　こうした例から全体を推測するのは少し乱暴かもしれないが、列車による移送はドイツ人
にはつらい経験であったとはいえ、移送中の死亡率自体はごく低かったと思われる。ドイツ
人の回想でも、移送中に死者がでたというような記述は稀だ。後年の民族強制移住では、移
送中の死亡率がバルカル人8%、クリミア・タタール人5%、カルムイク人1.3%だったとの報
告もある(75)。ドイツ人の移送は、こうした諸民族にくらべると、かなりましな状況だったの
ではないかと思われる。

（3）船による移送

　「移住計画」は、スターリングラード州のドイツ人の移送に船を利用せよと明記していた(76)。
ヴォルガ川をアストラハンまで下り、そこからカスピ海を横切ってグリエフに上陸し、残り
を鉄道で移動するのである。「運行表」のグリエフ発の列車（列車番号725号～735a号）が、
これに該当する。ドイツ人の回想からも、ヴォルガ川、アストラハン、カスピ海を経由する
ルートがドイツ人移送に利用されたことがうかがえる(77)。

71 Герман. Немецкая автономия. С.304-305.
72 Герман. Немецкая автономия. С.304-305.
73 Герман. Депортация немецкого населения. С.282.
74 Милова. Указ. соч. С.218.
75 Vera Tolz, “New Information about the Deportation of Ethnic Groups under Stalin”, Report on the USSR, RL

171/91 (April 16, 1991), p.19
76 Милова. Указ. соч. С.19.
77 ブガイは船による移送を経験したドイツ人の回想を引用しながら、列車不足のために船を利用したと取り
違えている。  Бугай. Л. Берия - И. Сталину. С.32.
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　ヴィクトル・シチルツは、船による移送経験を次のように語った。

　私たちは、すし詰めの貨物列車でカムイシンまで運ばれ、艀船が来るまでそこで待たされました。

全くの野宿でしたが、幸い天気もよく、焚火で食事を作りながら、埠頭から遠くない場所で二晩待

ちました。

　最初の晩のことは私の脳裏に強く焼き付いています。人の海の中で焚火に照らされた人々の顔が

所々に浮かび上がり、隣ではヴォルガ川が滔々と流れている。人々は重苦しい予感に胸を締め付け

られて眠ることができないでいる。すると歌声が聞こえてきたのです。ドイツ語の歌、民謡が。そ

の時の人々の気持ちを表わすかのように、物悲しく、哀愁を帯びた歌声でした。数千人が声を合わ

せ、当時流行のグルジア民謡「スリコ」をドイツ語で歌った光景は、一生涯記憶に残る、魂を揺さ

ぶられるような出来事でした。

　二日後、私たちは艀船にすし詰めにされ、ヴォルガ川をアストラハンまで下っていきました。ア

ストラハンで、今度は石油運搬タンカーへ家財道具を引きずって入れました。深くて、石油臭い船

倉に３段の板寝床がしつらえてありました。私たちはそこへ押し込まれ、グリエフ(78)へ向いました。

　言葉では言いつくせない辛さでした。一度も海を見たことのない女性がお祈りをし、カトリック

教徒は信心深く十字を切りました。耐えられないほどの悪臭、蒸し暑さそして退屈さの三日間で半

数が、特に女性と子どもが病気になりました。グリエフで私たちはまた家財道具を貨物列車に積み

替え、一両に50人から60人が詰め込まれ、一路東へ向かいました。列車は最終的にセミパラチン

スク州へ着きました(79)。

　この回想にもあるように、ドイツ人のほとんどが海を見るのは初めてだった。そのうえ強
制移住という特殊な状況下にあったがために、海はドイツ人たちに恐怖を呼び起こした。セ
ロフからベリヤへの現地報告でも、９月７日にグリエフ行を待っていたアストラハン停泊中
の艀船第063号で、ドイツ人の間に船が海に沈められるという噂が流れ、船内がパニックに
陥ったことが記されている(80)。
　なおカスピ海を横切ってカザフ共和国のグリエフに連れてこられたスターリングラード州
のドイツ人の最終的な移送先は、「運行表」によると、東カザフスタン州１万6330人、セミ
パラチンスク州１万550人だった。移送人数は当初、「計画」にみこまれていた２万4720人
から若干増加し、２万6880人だった。

（4）強制移住の全体像

　以上に見たように、「運行表」はヴォルガ・ドイツ人強制移住の規模について多くの情報
を与えてくれた。しかし「運行表」が物語るのはこれだけではない。強制移住の全体像、言
い換えるなら強制移住の性格も、「運行表」から推測することが可能である。

78 原文は「クラスノヴォツク」。「運行表」の計画が変更された可能性も考えられないわけではないが、いち
おう記憶違いとみなして訂正した。

79 Вольтер Г.А. Три круга дантова ада // Алиева С.У.(сост.) Так это было. Т. I. М., 1993. С.152-153.
80 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.241.
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　「運行表」の到着駅に注目すると、移送列車がほぼ移送先の行政区分ごとに配列されてい
ることがわかる。列車番号の順に言うと、700号から724号および736号から742号はオム
スク州、743号から783号はノヴォシビルスク州、784号から808号はカザフ共和国の諸州、
809号から841号はクラスノヤルスク地方、842号から854号はカザフスタンのアクモラ州、
855号から892号はアルタイ地方となっている。このように列車の目的地と列車番号の配列
には全くの偶然とは思えない、規則性が感じられる。次に列車の出発日に目を移そう。「運
行表」の最初の700号は９月４日に、次の701号は９月５日にオムスク州へ向けて出発して
いる。しかしすでに９月３日には741号と742号、820号～822号、847号、855号～857号
の計8本が出発している。列車の運行は列車番号の順ではなく、ヴォルガ流域の各地から同
時並行で行われているのである。
　「運行表」のこうした配列は何をあらわしているのだろうか。列車番号は出発・到着時や
運行中の連絡に不可欠な識別番号であり、報告書を作成する段階になって後から番号が割り
振られたとは考えられない。つまり「運行表」どおりの列車運行が現実に行われるには、必
要な列車の本数の割り出しや出発駅と日にちの確定という準備作業が、第一陣がヴォルガを
出発する９月３日以前にすべて完了していなければならないのである。これは移住作戦実行
計画書の作成とこれに基づく強制移住の実施が、規定通りに行われたことを意味する。おそ
らく「移住計画」の段階で概算人数に基づいて移住作戦実行計画書の雛形らしきものが作成
されていたはずで、これを強制移住決定発表後の人数調査の結果で修正して最終案が作成さ
れたのであろう。そうでなければ、40万人を超える人間の移送を一週間弱のごく短期間で
準備し終えるなど、不可能である。このように強制移住作戦の綿密な計画性と周到な準備の
様子は、「運行表」からもうかがうことができるのである。
　ところで「運行表」に欠番（7つ）や追加番号（735a号）の列車があるのは、移住作戦
実行計画書の人数と実際の人数が違ったために、現場で調整を余儀なくされたことを示す。
典型的な例は追加番号であろう。「計画」では、スターリングラード州のドイツ人を２万
4700人と見込み、列車一本あたり40人65両（貨車を除けば、57.5両）の基準で、必要な
列車数を11本（10.7本）と算出していた。移住作戦実行計画書でもこの人数は踏襲された
らしく、列車番号725号から735号までの11本が割り当てられた。しかし実際の現場では
ドイツ人の数が２万6880人に増加したため、列車を一本追加せねばならず、そのため735a
号という追加番号の列車が「運行表」に記録されることになったのだ。欠番はこの逆で、
事前集計の数に水増しがあったり、一つの列車に予定以上の人数を詰め込んだために起き
たものであろう。
　このように欠番や追加番号は、強制移住を実施するに当たって当局が事前の周到な準備作
業を行ったという推測を裏付ける一方、その綿密さも、事前集計と実際の人数に違いがあっ
て列車数を増減させたように、一種の粗雑さをも内包するものだったことを示唆している。
実行段階での粗雑さの混在という点では、「運行表」にみられる中央集計と地方集計の日付
や人数の違い（おそらく記録者の誤記）も、同様である。
　なおヴォルガ・ドイツ人強制移住の計画段階の綿密さには、過去の強制移住や大量粛清
といった権力側に蓄積された弾圧の経験が大きな力を発揮していると思われる。1937年に
行われた朝鮮人強制移住は８月21日と９月28日の２度の決定によって実施され、９月９
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日から10月25日の間に17万1781人が列車124本で極東からウズベク共和国とカザフ共和
国へ移住させられたが、移送列車の編成、残していく財産に対する引換証の発行、党・執
行委員会・NKVDで構成される地区トロイカの存在など、ドイツ人の強制移住と共通点が
多い(81)。ただ移住作戦の期間は、まだ経験の「蓄積途上」だったせいか、ドイツ人よりも
かなり長い。また第二次大戦勃発直後にソ連に併合されたモルドヴァ、ベラルーシ、西ウク
ライナ、バルト諸国からの強制移住（1941年５月～６月）では、ヴォルガ・ドイツ人強制移
住と同じような列車の運行記録が作成されていたことが判明している(82)。さらに言えば、ド
イツ人や極東朝鮮人の強制移住作戦で重要な役割を果たした「トロイカ」は、1930年代後半
の「大テロル」で略式の死刑・長期刑判決を下した同名の組織と何らかの関連があると思わ
れるし(83)、ドイツ人が強制移住後に編入された「特別入植」も元来は富農撲滅の過程で設置
されたものである(84)。こうした点を考慮すると、ドイツ人の強制移住が過去の経験とは無関
係だとは到底思われない。

　ヴォルガ・ドイツ人自治共和国は９月７日に廃止され、同自治共和国の7つの地区はス
ターリングラード州へ、残りの14地区はサラトフ州へ編入された(85)。廃止に伴う事務処理
は１週間で完了し、15日には旧ヴォルガ・ドイツ人自治共和国の諸機関は正式に廃止され
た。同自治共和国の学校や文化施設は、職員、学生、見学者がほとんどいなくなったことを
理由に、閉鎖された(86)。
　ドイツ人がいなくなった土地には、戦線から疎開してきた人々を入植させ、彼らにドイツ
人が残していった穀物や家畜の世話をさせる計画だった。例えば「８月26日決定」では前
線から移住してくる農民のためにドイツ人が残していった建物、家畜、土地を利用すると記
されているし(87)、８月27日のヴォルガ・ドイツ人自治共和国決定にも、家畜の世話をする
ために１万7250人をドイツ人移住後の村落へ送り込むことが定められていた(88)。そして実
際に９月３日にはウクライナ共和国、オリョール州、クルスク州のコルホーズ農民６万5000
人の移住を命じる決定をソ連人民委員会議が出した。農民の疎開はドイツ人の強制移住と並
行して９月５日から15日に実施される予定だったが、ナチス・ドイツの快進撃を前に農民
の移住に精力を割く余力はなく、さらに農民自身も移住に難色を示したため、入植は順調に
進まなかった。地元当局は緊急措置として近隣地区からロシア人農民３万人を動員し、まだ
終わっていない収穫作業や家畜の世話に当たらせたものの、これでは全く不十分だった。９
月22日のサラトフ州党委員会の会議では、旧ドイツ人村での収穫の遅れ、収穫物の盗難や

81 岡奈津子「ロシア極東の朝鮮人―ソビエト民族政策と強制移住―」『スラヴ研究』第45号、1998年、163-
196頁。

82 Гурьянов А.Э. Масштабы депортации населения в глубь СССР в мае - июне 1941г. // Гурьянов А.Э.(сост.)
Репрессии против поляков и польских граждан. Выпуск 1. М., 1997. С.137-175.

83 和田春樹ほか編『ロシア史３』山川出版社、1997年、220頁。
84 ドイツ人と特別入植の関係は、次の拙稿を参照。半谷史郎「ソ連ドイツ人の自治区復活運動と西ドイツ出
国―戦後のカザフスタンを中心に」『ロシア史研究』65号、1999年、40-56頁。

85 Ауман. Указ. соч. С.163.
86 Герман. Немецкая автономия. С.322.
87 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.233.
88 Герман. Немецкая автономия. С.291.
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腐敗、家畜の死亡などが報告された。このためサラトフ州当局は26日に旧ヴォルガ・ドイ
ツ人自治共和国領への2000世帯移住を決定し、地区単位で強制的に人数を割り当て、早急
な移住を求めた。しかし移住したのは1942年１月１日現在で１万1500人、計画の67.5％に
止まった。旧ドイツ人村は荒廃し、移住は困難になるばかりだった。ヴォルガ・ドイツ人の
強制移住によって地域の産業は破壊され、穀物数万トンもの喪失をはじめ、多大な経済的損
害をもたらした(89)。

3.移住先で

（1）移住先での受入

　「８月26日決定」は、すぐさまヴォルガ・ドイツ人の移住先のシベリアやカザフ共和国に
も伝えられた。決定は、降車駅でのドイツ人の受け取り、移住先までの移送、彼らの生活環
境の整備といった課題は移住先の各地方が責任を負う、と定めていた。このためシベリアや
カザフスタンの各地では、すぐさま「８月26日決定」を検討する会議が招集された。ノヴォ
シビルスク州のように早くも８月30日に党地区・市委員会指導者協議会でドイツ人受入問
題を話し合ったところもあるが、具体的な受入決定の採択はどこも9月に入ってからであ
る。９月１日にオムスク州、３日にアルタイ地方、６日にノヴォシビルスク州で（クラスノ
ヤルスク地方は日付不明）、またカザフ共和国では９月１日に、それぞれ受入決定が採択さ
れた(90)。
　各地の具体的な受入プロセスは、いずれもほぼ同様の手順を踏んで進められた。以下で
は、アルタイ地方を例にとりながら説明する。
　アルタイ地方では「8月26日決定」を受け、9月3日に党地方委員会と地方ソビエト執行
委員会の合同会議が開かれた。会議ではまず、事前に準備されていた「アルタイ地方におけ
る受入・移送計画」(91)が承認された。計画はドイツ人9万5000人を58の地区に移送すると
しており、移送にあたっての降車駅と経由地もすでに確定していた。そしてドイツ人の受
入・移送作業を指揮するため、作戦トロイカが各レベルで設置された。アルタイ地方全体の
指揮監督は、地方ソビエト執行委員会議長、党地方委員会書記、地方NKVD局長からなる
地方作戦トロイカが行い、その下部組織として各地区ごとに地区作戦トロイカ（地区ソビエ
ト執行委員会書記、党地区委員会書記、地区NKVDのトップで構成）が設置された。地区
作戦トロイカには、降車駅からの輸送手段やドイツ人用住宅の確保が命じられた。また移送
にあたって必要となる食料・医薬品の準備が関係部局に指示されている(92)。11日にはヴォ
ルガ・ドイツ人受入にあたっての各地区への資金提供計画が承認され、食費141万ルーブ
ル、移送経費120万3000ルーブルのあわせて262万3000ルーブルをドイツ人移送のために
支出することが決定した(93)。またドイツ人を住まわせる簡易住宅（寄宿舎やバラック、掘立

89 Герман. Немецкая автономия. С.320-327.
90 Шадт. Указ. соч. С.315-318; Карпыкова. Указ. соч. С.94-96.
91 Eisfeld, Deportation, Sondersiedlung, Arbeitsarmee, pp.64-67.
92 Eisfeld, Deportation, Sondersiedlung, Arbeitsarmee, pp.62-63.
93 Eisfeld, Deportation, Sondersiedlung, Arbeitsarmee, pp.75-79.なお合計は261万3000ルーブルのはずだが、原
文どおりとした。
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小屋）の建設費として145万ルーブルが計上された(94)。移住先に置かれた指揮系統は、ヴォ
ルガでの移住作戦とほぼ同じ体系をなしている。なおアルタイ地方の場合、こうした一連の
決定が迅速にすすんだのは、1938年から1941年夏にかけてすでに数十万もの人 （々ポーラ
ンド人やバルト諸民族）が強制移住させられていて、地元当局がかなりの経験を積んでいた
ことが背景にあったと思われる(95)。

図３：アルタイ地方のドイツ人移住先

　図３は、「運行表」作成で利用したアルタイ地方NKVD作成の1941年12月12日付報告
書(96)をもとに、９月11日から10月８日までに到着した列車（計41本）から、ドイツ人9万
6397人がアルタイ地方のどこへ送られたかを再現したものだ。作成にあたっては、次の点
に注意した。図ではドイツ人が送り込まれた地区を、カーメニ地区ならカーメニ村のよう
に、地区の行政中心地で代表し、送り込まれたドイツ人の人数と駅降車日のデータを付け加
えた。同一地区へドイツ人が二度送り込まれた場合は、人数と降車日のデータを二つ併記し
てある。なお降車駅からドイツ人が実際の受入場所に到着するまで平均で2.6日、長いもの
で６日かかっており（前述の資金提供計画による）、図の日付はその場所への到着日とは必
ずしも一致しない。また強制移住当時の地図が入手できなかったため、アルタイ地方の境界
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94 Шадт. Указ. соч. С.317.
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線は現在のものを使用している。図ではノヴォシビルスク州にもドイツ人送り先があるが
（アンドレエフカ、カラスク、クラスノゼルスコエ）、ここも1941年当時はアルタイ地方の
領域内だった。
　図をみれば一目瞭然だが、ドイツ人が送り込まれた場所はアルタイ地方の全域に分散して
いる。受入地区はあわせて54の地区にのぼり、その数はおよそ2000人ずつ（最小422人、
最大3039人）である。計画の58地区よりは少ないものの、ドイツ人はアルタイ地方のほぼ
全域にまんべんなくばらまかれた。また鉄道から遠く離れた僻地にも数多く送り込まれてい
る。降車駅から先は、荷物運搬用の荷馬車はあったものの、ドイツ人自身が徒歩で目的地ま
で向かうことが多かったようだ。なお目的地までの移動には、一部でオビ川も利用されてい
る。ドイツ人がバルナウール駅に到着すると、駅近くを流れるオビ川の港から船に乗せて
上・下流の河川港（カーメン、シェラボリハ、ウスチ・プリスタニ、ブィストルィ・イスト
ク）まで彼らを連れて行き、そこから目的地まで移送した。
　「移住計画」は、ドイツ人の移住はコルホーズ単位で現地のコルホーズに編入するか、も
しくは新しい土地へ入植するとしていたが、実際にはこの規定は守られず、移住は家族単位
で行われた(97)。一例を挙げよう。９月20日アレイスカヤ駅着の移送列車871号のドイツ人
2278人は、パルフェノヴォ地区へ送られている。この列車に乗っていたアンナ・リブザン
は他の11世帯と一緒に馬車でアレイスクから60キロのロジネフ・ログ村へ連れていかれ、
さらに３つのグループに分けられて別々の家に住み込むことになった。また同じくこの列車
に乗っていたアンドレイ・フンクはプロスコ・セミョノヴォ村へ連れて行かれ、３世帯で二
部屋ある家が一軒与えられた、と述べている(98)。このようにドイツ人は、降車駅で村単位で
小規模のグループに分割され、実際にロシア人農家に受け入れる段階でさらに数世帯にまで
細分化されたのである。
　ドイツ人の受入現場では、かなりの混乱が起きた。迎えの輸送手段も宿泊場所もないた
め、ドイツ人たちが降ろされた駅で何日も放置された例は数多いし、連絡の不備のために最
終受入地がわからず、いくつもの場所をたらい回しされた場合もある。住居の確保も、計画
どおりには進まなかった。計画に盛り込まれた住宅の新築は後回しにされ、古い建物の修理
ですらドイツ人の受入決定後しばらくしてようやく着手されたにすぎず、地元住民の家屋へ
の間借り、それも狭い部屋に多人数を押し込む方策で当座をしのぐしかなかった。クラスノ
ヤルスク地方では1941年初めに、ドイツ人1万7307世帯のうち9296世帯が、地元住民へ
の間借りで暮らしていた(99)。
　ドイツ人は、ヴォルガに残してきた財産の引き渡し受領証と交換に、移住先で同等のもの
を受け取ることができるはずだった。しかし彼らが実際に受領証に基づいて穀物、野菜、家

97 コルホーズ単位での移住という規定は、９月12日付人民委員会議および党中央委員会決定「ヴォルガ･ド
イツ人のカザフスタンでの移住について」によって、「10人以上のグループによる」と改められた。なお
第１節（４）で指摘した、ブガイが日付を間違えた決定は、これである。   Герман. Немцы СССР в тру-
довой армии. С.31.

98 Бруль. Немцы в Западной Сибири. С.15,16,23,24;  二人の記憶では、発着駅は同じだが、日付が異なってい
る（アンナは「９月９日発で22日後に到着」、アンドレイは「９月11日発で3週間後に到着」と述べてい
る）。しかし運行表によると、ウルバフ駅発アレイスカヤ駅着の列車は871号しかないので、二人は同じ
列車に乗ったと考えて間違いない。

99 Шадт. Указ. соч. С.318-319.
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畜、家財の返還を要求してみると、現場にその情報がほとんど伝わっていないことがわかっ
た。地元当局は上からの指令がないことを理由にドイツ人の要求を拒否し、受領証による財
産の返還はほとんどの場合、行われなかった。このため日常の食糧にも事欠くドイツ人がか
なりの数にのぼった(100)。
　また「移住計画」は都市住民を、州都を除く都市部へ送るとしていたが、現実には何ら区
別することなく彼らも農村部のコルホーズへ送り込まれた。元都市住民の比率はどこも10
～15％程度だったが、クラスノヤルスク地方だけはおよそ60％と非常に高かった。農業の
経験の全くない元都市住民のドイツ人たちは移住先での仕事になかなか順応できず、貧窮の
度合いが他地域よりかなりひどかったという(101)。

（2）強制移住の目的

　シベリアやカザフスタンで、ドイツ人は主に農業労働力として歓迎された。例えばカザフ
共和国ジャンブル州の場合（これはモスクワからのドイツ人だが）、ドイツ人は駅から100
キロ以上離れた遠隔地やビート収穫の人手が不足している場所に優先的に送り込まれた。中
でも農民は、到着してわずか2、3日後にはビート収穫といったコルホーズでの農作業に駆
り出されている(102)。北カザフスタン州ではドイツ人は脱穀、牛の飼育といったコルホーズ
の作業に組み込まれたし、何らかの専門技術を持っている者は、出来る限り専門知識にみ
あった仕事が与えられた(103)。アルタイ地方アレイスカヤ駅で降ろされたあるドイツ人女性
は、専門家の奪い合いで「奴隷市場」のようだったと、当時を回想している。

　私たちの列車がアレイスカヤ駅に到着した時、あちこちのコルホーズの議長が橇の荷車を引いて

集まっていた。まるで奴隷市場のように、叫び声がわきおこる。「鍛冶屋は、来い」「大工だ、大工

が欲しいんだ」「トラクター運転手と機械専門家はこっちだ」「会計士か簿記係が欲しいんだ」「農業

専門家か畜産専門家はいないか」などと声がかかる。

　独り者の女性や子連れの女性、老人、知識人は「三級品」だった。彼らは一番奥地の貧しいコル

ホーズへ割り当てられ、多くは飢えで死んだ。彼らは橇に自分のみすぼらしい所帯道具を乗せ、橇

の後から果てしない雪原のステップをとぼとぼ歩いていった(104)。

　ノヴォシビルスク州のように、地元当局側がわざわざドイツ人入植を中央に要請した例も
ある(105)。ノヴォシビルスク州のドイツ人入植要請は10月初旬に中央へ伝えられ、これを受
ける形で9月下旬から10月初旬に強制移住が行われたウクライナ（ザポロージェ州、スター
リン州）やアゼルバイジャン、およびヴォロネジ州などからノヴォシビルスク州へドイツ人
が振り向けられた。ノヴォシビルスク州がなぜ多数の労働力を必要としたのかは今後の研究
課題だが、当局がドイツ人を労働力として歓迎していたことを示す事例として興味深い。

100 Герман. История Республики немцев Поволжья. С.242-243.
101 Герман. Немецкая автономия. С.310-311.
102 Милова. Указ. соч. С.216-222.
103 Милова. Указ. соч. С.233.
104 Вольтер. Указ. соч. С.150.
105 Бугай. Иосиф Сталин - Лаврентию Берии. С.60.
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　ドイツ人の移住決定は、移住先での具体的な利用方法を指示していなかった。上に見たド
イツ人の労働力としての利用は、どちらかといえば偶然のなりゆきによるもののように思わ
れる。しかし戦時中の労働力不足という時代状況に加え、ドイツ人にシベリアやカザフスタ
ンで不足していた様々な専門技術を持つ者が多かったこともあり、ドイツ人は現地で歓迎さ
れた。そして時間が経つに連れ彼らは地元経済にがっちりと組み込まれ、欠くべからざる労
働力として定着していく。1941年12月に極東の漁業発展策としてドイツ人投入が中央の党・
政府内で計画された時も、ドイツ人は農業に習熟しているので極東へ移住させるとシベリア
での播種作業が損害を被る、との反対意見が現地から出されたほどだ(106)。
　その後こうした労働力としてのドイツ人に注目し、計画的にこれを利用する制度が導入さ
れた。1942年１月10日付の国家国防委員会決定第1123ss号「17歳から50歳までの徴兵年
齢にあるドイツ人移住者の利用方法について」(107)は、17歳から50歳までのドイツ人移住者
男性12万人を戦争の全期間にわたって「労働部隊（рабочие колонны）」へ動員すると決
定し、NKVD管轄の森林伐採へ４万5000人、同じくNKVD管轄のバカリとボゴスラフの工
場建設へ３万5000人、鉄道人民委員部管轄の鉄道建設へ４万人を、それぞれ配置するとし
た。動員を拒否した場合「最高の刑事処分」に問われるとしており、これは事実上、強制的
な徴用だった。また戦線のドイツ人将兵は６月末頃から次第に除隊を余儀なくされていた
が、最終的に「スターリンの指令」と言われる９月８日付国防人民委員指令第35105s号に
よって「敵性民族｣として除隊させられ、強制労働を課せられていた(108)。
　最初の決定から約一ヶ月後、さらに国家国防委員会決定第1281ss号「17歳から50歳まで
の徴兵年齢にあるドイツ人男性の動員について」（1942年２月14日付）(109)が出された。1月
10日付決定はシベリアやカザフスタンへ強制移住させられたドイツ人が対象だったが、2月
14日付決定は、強制移住の対象でなかった、元来シベリアなどに住んでいたドイツ人を含
め、すべてのドイツ人男性を動員するものだった。この決定は、ドイツ人を鉄道建設に利用
すると規定していた。さらに1942年10月７日には男性の対象年齢が広げられ、下は15歳
から上は55歳までになった。また16歳から45歳の女性にも動員が拡大された（国家国防
委員会決定第2383ss号(110)、ただし妊婦と3歳未満の子どもを持つ者は除外）。この決定に
よって集められた労働力は、男性は石炭人民委員部、女性は石油人民委員部の諸企業へそれ
ぞれ投入された。
　ドイツ人たちはこの強制労働を「労働軍（трудовая армия）」と呼んだ。公式の文書でこ
の「労働軍」という用語が使われることはなかったが、この表現は強制的に徴用され、囚人
とさして変わらない条件で建設現場や工場での労働を強いられた戦時中のドイツ人たちの状
態をよく言い表している。労働可能なドイツ人はほぼ全員、労働軍隊に組み入れられ、戦争
の全期間にわたって「無償の労働力｣として利用された。戦争との関連で指摘するなら、女
性にまで動員対象を拡大した1942年10月は、戦況が最も厳しかった時期と一致する。この
年の夏にはハリコフやクリミアが陥落し、ナチス・ドイツ軍はスターリングラードを包囲し

106 Бугай. Иосиф Сталин - Лаврентию Берии. С.73.
107 Ауман. Указ. соч. С.168-169.
108 Шульга. Указ. соч. С.349-352.
109 Ауман. Указ. соч. С.170.
110 Ауман. Указ. соч. С. 172-173.
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ていた。厳しい戦況の打開策の一つが、ドイツ人の動員拡大であった。
　1941年８月28日付ソ連最高会議幹部会令は、ドイツ人による破壊活動の未然防止を強制
移住の理由に挙げていた。しかしその一方で強制移住後のドイツ人の扱いをみると、当初は
意図していなかったかもしれないが、ドイツ人は独ソ戦の人手不足を補う貴重な「無償の労
働力」として位置づけられているのである。

（3）強制移住の影響

　ヴォルガの地で育まれたドイツ人の共同体は最終的に、強制移住によって完全に破壊され
た。ドイツ人がかたまって住み、日常がドイツ語環境にあったヴォルガ地方とは異なり、移
住先は周囲をロシア人やカザフ人などに取り囲まれた非ドイツ語環境であり、その中でドイ
ツ人たちは数世帯単位にまで細分化された形で生活しなければならなかった。それだけでな
く、強制移住の途中や労働軍への動員によって、家族ですらばらばらにされるケースが頻発
した。ドイツ人は強制移住先によって、いわば異民族の大海に点在する離れ島のような立場
に置かれたのである。
　こうした環境の変化は、ドイツ人社会に大きな変化をもたらした。その一つの例が母語問
題である。
　ドイツ人のドイツ語母語率は、戦後急速に低下した。1939年に88.4％あったドイツ語母
語率は、1959年に75.0％、1970年に66.8％、1979年に57.0％となり、1989年には48.75％
と、ついに半数を割り込んだ。こうした急速な変化は、何に起因するのだろうか。
　グラフは、1989年のカザフ共和国の国勢調査結果から、ドイツ人の母語を年齢別に見た
ものである。カザフ共和国のドイツ語母語率は全体で54.4％だったが、年齢別の母語のグラ
フからわかるように、ドイツ語を母語とする人は高齢者ほど多く、年齢が下がるにつれてロ
シア語を母語とする人が増加している。ドイツ語とロシア語の母語比は20代と30代がほぼ
半々で、この世代を境に高齢者はドイツ語を、年少者はロシア語を母語にする人が多い、線
対称のグラフになっている。

グラフ ：1989年のカザフ共和国におけるドイツ人の母語
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　世代ごとの格差を明確にするため、おおよその目安として、次のように分類してみた。強
制移住前にドイツ語をほぼ身につけたと思われる55歳以上（強制移住当時14歳以上）を「自
治共和国世代」、強制移住と戦後の混乱期に幼少期をすごした55歳から40歳（1949年生ま
れ）までを「強制移住世代」、そしてこれより下、1958年のドイツ語母語教育導入によって
学校でドイツ語教育を受けることができた世代を「カザフスタン世代」とする。なお未成年
者は、まだ母語が固まっていないとみなし、考察対象から除外した。
　世代単位でみた場合、年齢ごとの変化が最も激しいのは、強制移住世代である。たしかに
自治共和国世代でもドイツ語母語が年齢がさがるにつれて減少しているが、強制移住世代ほ
ど急激ではない。一方、カザフスタン世代は母語率に大きな変化がなく、ほぼ均質な層をな
している。
　これはおおよそ次のように説明できよう。ドイツ人のロシア語母語化という同化現象は、
ヴォルガ・ドイツ人自治共和国の頃から少しずつ始まっていたかもしれないが、強制移住に
よる母語教育の機会や家庭でのドイツ語環境の喪失が何にも増して同化現象に拍車をかけ
た。強制移住世代でも若い年齢層ほどドイツ語母語率が低くなっているように、同化傾向は
強制移住以降、年々強まった。ドイツ語母語率の低下傾向は、学校でのドイツ語母語教育再
開によってまがりなりにも歯止めをかけることができたものの、戦後、ドイツ語を母語とす
る自治共和国世代が亡くなり、それに代わってロシア語母語の多いドイツ人（カザフスタン
世代）の割合が増加する中で、ドイツ語母語率は急速に低下していった。
　このように戦後の急速なドイツ人のロシア語母語化現象は強制移住と密接な関係があり、
強制移住がドイツ人社会に大きな変化をもたらしたことは間違いない。母語問題はあくまで
も一例にすぎないが、強制移住は戦後のドイツ人社会に大きな影響を残している。

おわりに

　強制移住の対象はヴォルガ・ドイツ人だけではない。ウクライナやカフカスなど、ソ連の
ドイツ人のほとんどが強制移住させられ、エカテリーナ２世の布告にはじまるロシアにおけ
るドイツ人の歴史は大きな転換点を迎えた。ドイツ人たちは元来、入植先の土地土地でそれ
ぞれ独自の文化を発展させてきた。もともとロシア（ソ連）のドイツ人たちは居住地域ごと
に社会階層や宗教を異にするいくつかの集団であり、20世紀初頭の時点でもドイツ人とし
ての共通性よりむしろ各地域ごとの独自性の方が顕著であった。しかし強制移住先によって
シベリアやカザフスタンで戦後に集団間の混合がすすんだこともあり、ドイツ人の地域差は
次第に目立たないものとなっていく(111)。
　本稿では強制移住の実態やメカニズムの解明に重点を置いたため、こうしたロシア・ドイ
ツ人の歴史の中で強制移住をどう位置づけるかという点には触れることができなかった。こ
の問題に取り組むためには、当然ながら強制移住以前以後のドイツ人社会の研究が不可欠で
ある。強制移住がドイツ人社会にとって大きな断絶であるのか、もしくはそれ以前の傾向を

111 Плеве И.Р. К вопросу о классификации групп немецкого населения России (исторический аспект) //
Немцы России в контексте отечественной истории... С.203-208.  戦後のドイツ人については、次の前掲
拙稿を参照。半谷史郎「ソ連ドイツ人の自治区復活運動と西ドイツ出国―戦後のカザフスタンを中心に」。
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単に加速したにすぎないのか、今後の研究で詳細な検討が必要であろう。こうした今後の課
題を明確にし、さらに強制移住がドイツ人社会にとって大きな転換点であった事実を確認し
て、本稿を終えることにしたい。

［付記］本稿は1999年度文部省科学研究費補助金による研究成果の一部である。

［資料］ドイツ人強制移住列車運行表

出　発　時 到　着　時

列車番号 駅 日　付 人数 駅 日　付 人数 備　　考

700 カムイシン　　　 St 9月 4日 2741 オムスク O 9月11日 2741

701 カムイシン St 9月 5日 2754 コロムジノ O 9月15日 2754

702 アヴィロヴォ G 9月5日 2800 イシリクリ O 9月13日 2800

703 カムイシン St 9月 7日 2929 クロムジノ O 9月16日 2934

704 アヴィロヴォ G 9月8日 2905 クロムジノ O 9月17日 2891

705 アヴィロヴォ G 9月9日 2770 トゥラ O 9月19日 2773

706 カムイシン St 9月 10日 2726 オムチンスカヤ O 9月20日 2726

707 カムイシン St 9月 11日 2818 ゴルィシマノヴォ O 9月20日 2718

708 欠番

709 カムイシン St 9月 14日 2885 ノヴァヤ・ザイムカ O 9月 26日 2885

710 ネトカチェヴォ St 9月 14日 2594 クロムジノ O 9月26日 2594

711 カムイシン St 9月 16日 3099 ザヴォドウコフスク O 9月 26日 3099

712 メドヴェジツァ St 9月 17日 3243 クロムジノ O 10月 1日 3243

713 欠番

714 メドヴェジツァ St 9月 4日 2349 トゥラ O 9月11日 2349

715 メドヴェジツァ St 9月 5日 2552 クロムジノ O 9月14日 2383

716 ネトカチェヴォ St 9月 5日 2795 マリアノフカ O 9月13日 2795

717 ラプシンスカヤ G 9月7日 2643 トゥラ O 9月17日 2643

718 メドヴェジツァ St 9月 8日 2617 イシム O 9月20日 2617

719 メドヴェジツァ St 9月 12日 2591 クロムジノ O 9月22日 2519

720 メドヴェジツァ St 9月 13日 2660 ナズィヴァエフスカヤ O 9月 22日 2660

721 メドヴェジツァ St 9月 16日 2658 マスリャンスカヤ O 9月24日 2634

722 メドヴェジツァ St 9月 16日 2683 ナズィヴァエフスカヤ O 9月 29日 2683

723 メドヴェジツァ St 9月 17日 2727 ナズィヴァエフスカヤ O 9月 30日 2727

724 アルカダク Sa 9月 16日 3189 ヤルトロフスク O 9月26日 3189

725 グリエフ K 9月10日 2325 セミパラチンスク K/E.K 9月 27日 2325

726 グリエフ K 9月11日 2682 プレドゴルナヤ K/E.K 9月 24日 2682

727 グリエフ K 9月11日 2200 セミパラチンスク K/E.K 9月 20日 2200

728 グリエフ K 9月12日 2350 ザシチタ K/E.K 9月 23日 2350

729 グリエフ K 9月11日 2350 セミパラチンスク K/E.K 9月 20日 2350

730 グリエフ K 9月15日 2223 シェモナイハ K/E.K 9月 24日 2223

731 グリエフ K 9月6日 2200 セミパラチンスク K/E.K 9月 14日 2200

732 グリエフ K 9月15日 2462 ベリアガシ K/S 9月 24日 2197

733 グリエフ K 9月15日 2205 アヤグズ K/S 9月 24日 2205

734 グリエフ K 9月17日 2177 ジャンギストベ K/S 9月 26日 2177

735 グリエフ K 2048 チャルスカヤ K/S 9月 27日 2052
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出　発　時 到　着　時

列車番号 駅 日　付 人数 駅 日　付 人数 備　　　考

735a グリエフ K 9月19日 1658 シェモナイハ K/S 9月 29日 1658

736 バランダ Sa 9月 16日 2436 イシリクリ O 9月22日 2436

737 アトカルスク Sa 9月 16日 2460 クロムジノ O 9月26日 2456

738 ブラスィ Sa 9月 16日 2134 クロムジノ O 9月26日 2155

739 ポクロフスク G 9月18日 2174 イシリクリ O 9月27日 2174

740 アトカルスク Sa 9月 18日 2520 クロムジノ O 9月28日 2520

741 チモフェエヴォ G 9月3日 2512 オムスク O 9月10日 2512

742 アニソフカ G 9月3日 2298 オムスク O 9月9日 2298

743 サラトフ Sa 9月 7日 2151 チュルィムスカヤ N 9月18日 2151

744 ウルバフ G 9月7日 2335 チェレパノヴォ N 9月19日 2338

745 チトレンコ G 9月7日 2424 チャヌィ N 9月20日 2424

746 ナホイ G 9月8日 2396 カルガト N 9月20日 2396

747 サラトフ Sa 9月 7日 2385 オヤシ N 9月19日 2346

748 ポクロフスク G 9月8日 2328 ヤシキノ N 9月23日 2328

749 ポクロフスク G 9月8日 2350 コリチュギノ N 9月20日 2353

750 ポクロフスク G 9月8日 2335 スジェンカ N 9月23日 2335

751 ポクロフスク G 9月8日 2451 クピノ N 9月29日 2443

752 サラトフ Sa 9月 5日 2272 トムスク N 9月17日 2272

753 ポクロフスク G 9月9日 2324 カルガト N 9月23日 2324

754 ポクロフスク G 9月9日 2348 コジュルラ N 9月24日 2345

755 アニソフカ G 9月9日 2247 タタルスカヤ N 9月23日 2247

756 ナホイ G 9月9日 2485 カンスク N 9月23日 2485

757 サラトフ Sa 9月 9日 2168 ノヴォシビルスク N 9月27日 2168

758 カムイシン St 9月 12日 2761 イシム O 9月22日 2761

759 ベズィミャンナヤ G 9月11日 2555 トゥルガン N 9月25日 2368

760 欠番

761 アニソフカ G 9月11日 2513 トプキ N 9月24日 2513

762 ベズィミャンナヤ G 9月10日 2468 チャヌィ N 9月24日 2468

763 ポクロフスク G 9月12日 2348 バルナウール A 9月 2日 2350 配置地区名から判断する

とノヴォシビルスク州か？

到着は不自然

764 ポクロフスク G 9月12日 2344 チュルィムスカヤ N 9月26日 2348

765 アニソフカ G 9月13日 2340 チャジン N 9月26日 2279

766 ナホイ G 9月16日 2259 バラビンスク N 9月30日 2191

767 ベズィミャンナヤ G 9月12日 2478 バラビンスク N 9月25日 2474

768 欠番

769 ポクロフスク G 9月12日 2298 ノヴォシビルスク N 9月26日 2300

770 ポクロフスク G 9月13日 2558 モシコヴォ N 9月26日 2358

771 アニソフカ G 9月14日 2423 チストオゼルナヤ N 9月29日 2423

772 ポクロフスク G 9月13日 2415 イジモルスカヤ N 9月26日 2415

773 ポクロフスク G 9月13日 2418 タタルスカヤ N 9月27日 2418

774 ポクロフスク G 9月14日 2527 トグチン N 9月26日 2527

775 ポクロフスク G 9月14日 2372 チェレパノヴォ N 9月27日 2372

776 ポクロフスク G 9月18日 2379 ウビンスカヤ N 10月 1日 2377

777 ウヴェク Sa 9月 18日 2362 ボロトナヤ N 10月 1日 2367

778 ポクロフスク G 9月16日 2373 カルガト N 9月30日 2367
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出　発　時 到　着　時

列車番号 駅 日　付 人数 駅 日　付 人数 備　　　考

779 ポクロフスク G 9月15日 2360 イスキチム N 9月26日 2360

780 ベズィミャンナヤ G 9月16日 2380 コチェネヴォ N 9月27日 2380

781 ポクロフスク G 9月16日 2454 チャジン N 9月29日 2454

782 サラトフ Sa 9月 8日 2299 エフセエヴォ N 9月20日 2299

783 タチシェヴォ Sa 9月 17日 2242 カンスク N 10月 1日 2234

784 サラトフ Sa 9月 5日 2323 パヴロダール K/P 9月 15日 2323

785 クルジュム Sa 9月 7日 2403 クラスノアルメイカ K/P 9月 18日 2403

786 クルジュム Sa 9月 8日 2509 パヴロダール K/P 9月 25日 2509

787 ヴォリスク Sa 9月 11日 2566 パヴロダール K/P 9月 20日 2566

788 エルショフ Sa 9月 12日 2368 パヴロダール K/P 9月 19日 2368

789 リムスコ・コルサコフ Sa 9月 12日 2024 クトヴィノ K/P 2020

790 オジンキ Sa 9月 15日 2376 パヴロダール K/P 9月 23日 2376

791 ポクロフスク G 9月8日 2229 シチェルバクトィ K/P 9月 17日 2229

792 モクロウス G 9月8日 2333 ブルラ K/P 9月 17日 2333

793 ウヴェク Sa 9月 14日 2334 コクチェタフ K/N.K 9月 22日 2334

794 ベズィミャンナヤ G 9月15日 2327 ペトゥホヴォ K/N.K 9月 29日 2327

795 ポクロフスク G 9月16日 2447 コクチェタフ K/N.K 9月 24日 2497 カザフスタン集計は2300人、

地元は2376人

796 ポクロフスク G 9月16日 2343 コクチェタフ K/N.K 9月 24日 2343 カザフスタン集計は2352人、

地元は2350人

797 モクロウス G 9月8日 2270 コクチェタフ K/N.K 9月 15日 2270 カザフスタン集計は2273人

798 グメリンスカヤ G 9月8日 2072 ビイスク A 9月 20日 2090

799 プレス G 9月9日 2272 マムリュトカ K/N.K 9月 16日 2272 カザフスタン集計は2282人、

地元は2280人

800 チトレンコ G 9月9日 2420 ペトゥホヴォ K/N.K 9月 17日 2420 地元は2407人

801 クラスヌィ・クト G 9月13日 2411 スミルノヴォ K/N.K 9月 20日 2411

802 サラトフ Sa 9月 12日 2383 アマンカラガイ K/Ku 9月 18日 2383

803 プレス G 9月4日 2450 クスタナイ K/Ku 9月 9日 803と 804で 4441人

804 ナホイ G 9月4日 2118 クスタナイ K/Ku 9月 9日

805 レペヒンスカヤ G 9月5日 2323 クスタナイ K/Ku 9月 11日 805と 806で 4652人

806 グメリンスカヤ G 9月5日 2329 クスタナイ K/Ku 9月 11日

807 ナホイ G 9月6日 2233 バタルィ K/Ku 9月 12日 2233

808 パラソフカ G 9月6日 2259 ブレドィ K/Ku 9月 13日 2259

809 ウヴェク Sa 9月 16日 2299 ズィコヴォ、エニセイ K 9月 30日 2279 中央は10月 1日

810 ウヴェク Sa 9月 16日 2255 エニセイ K 10月 1日 2252

811 ポクロフスク G 9月17日 2412 クリュトヴェンナヤ K 10月 2日 2399 中央は10月1日、2412人

812 ポクロフスク G 9月17日 2284 ソリャンカ K 10月 2日 2286 中央は10月1日、2272人

813 ポクロフスク G 9月17日 2363 K 10月 2日 2392 中央は10月 1日

814 ポクロフスク G 9月17日 2422 シラ K 10月 2日 2433 中央は9月18日、

10月 1日、2422人

815 ウヴェク Sa 9月 21日 2359 K 10月 4日 2180

816 ポクロフスク G 9月17日 2435 K 10月 2日 2416

817 ポクロフスク G 9月17日 2504 K 10月 2日 2503

818 ウヴェク Sa 9月 18日 2209 K 10月 4日 2220

819 メドヴェジツァ St 9月 13日 2362 K 10月 4日 2362

820 ポクロフスク G 9月3日 2419 エニセイ K 9月12日 2482 中央は9月14日



－212－

半谷史郎
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列車番号 駅 日　付 人数 駅 日　付 人数 備　　　考

821 ポクロフスク G 9月3日 2345 エニセイ K 9月12日 2338 中央は9月14日

822 グメリンスカヤ G 9月3日 2270 エニセイ K 9月14日 2198 中央は2270人

823 ポクロフスク G 9月4日 2336 ウジュル K 9月15日 2316

824 ポクロフスク G 9月4日 2314 ウジュル K 9月15日 2339

825 ポクロフスク G 9月4日 2325 ボゴトル K 9月16日 2325 中央は9月17日

826 ポクロフスク G 9月5日 2364 ボゴトル K 9月16日 2283 中央は9月17日

827 ポクロフスク G 9月5日 2315 アチンスク K 9月18日 2318

828 ポクロフスク G 9月5日 2349 アチンスク K 9月18日 2350

829 グメリンスカヤ G 9月6日 2570 アダドィム K 9月19日 2277

830 レペヒンスカヤ G 9月6日 2218 エニセイ K 9月21日 2270 中央は9月22日

831 クラスヌィ・クト G 9月6日 2489 カンスク K 9月18日 2482 中央は2483人、9月19日

832 ポクロフスク G 9月18日 2136 K 10月 4日 2229

833 ポクロフスク G 9月20日 2635 K 10月 5日 2622

834 ウヴェク Sa 9月 20日 2243 K 10月 4日 2213

835 ウヴェク Sa 9月 20日 2183 K 10月 5日 2162

836 ウヴェク Sa 9月 18日 2331 K 10月 3日 2300

837 ウヴェク Sa 9月 19日 2303 K 10月 3日 2296

838 ウヴェク Sa 9月 15日 2113 クルンダ A 9月 27日 2048 中央は9月 29日、2110人

839 パラソフカ G 9月6日 2310 エニセイ K 9月19日 2295

840 グメリンスカヤ G 9月6日 2425 エニセイ K 9月18日 2440 中央は9月19日

841 レペヒンスカヤ G 9月6日 2432 エニセイ K 9月14日 2432 中央は9月19日

842 サラトフ Sa 9月 11日 2312 コクチェタフ K/A 9月 19日 2312

843 ポクロフスク G 9月16日 2355 トゥガン K/A 9月 25日 2355

844 ポクロフスク G 9月16日 2330 アク・クリ K/A 9月 25日 2330

845 ポクロフスク G 9月16日 2367 コルトン K/A 9月 27日 2367

846 ウヴェク Sa 9月 14日 2333 マキンカ K/A 9月 22日 2333

847 クラスヌィ・クト G 9月3日 2137 コクチェタフ K/A 9月 10日 2137

848 チモフェエヴォ G 9月4日 2358 マキンカ K/A 9月 12日 2358

849 クラスヌィ・クト G 9月9日 2442 コクチェタフ K/A 9月 19日 2442

850 ウヴェク Sa 9月 12日 2170 ｸﾛﾙﾄ･ﾎﾞﾛｳﾞｫｴ K/A 9月 20日 2170

851 ウヴェク Sa 9月 16日 2351 アトバサル K/A 9月 27日 2351

852 ウヴェク Sa 9月 16日 2328 ジャクスィ K/A 9月 26日 2328

853 ウヴェク Sa 9月 18日 2377 アトバサル K/A 9月 22日 2374

854 ウヴェク Sa 9月 19日 2457 コクチェタフ K/A 9月 28日 2457

855 パラソフカ G 9月3日 2167 ビイスク A 9月 13日 2171 中央は9月 12日、2167人

856 ウルバフ G 9月3日 2283 オフチンニコヴォ A 9月 12日 2218 中央はビイスク

857 プレス G 9月3日 2358 バルナウール A 9月 11日 2358 中央は9月12日

858 パラソフカ G 9月4日 2321 トレチヤコヴォ A 9月 14日 2314

859 クラスヌィ・クト G 9月4日 2456 スラヴゴロド A 9月 20日 2418 中央は9月 25日、2456人

860 ウルバフ G 9月4日 2257 アレイスカヤ A 9月 14日 2338

861 ポクロフスク G 9月6日 2315 アレイスカヤ A 9月 16日 2318

862 パラソフカ G 9月5日 2328 ルプツォフスク A 9月 16日 2328 中央は9月15日

863 チモフェエヴォ G 9月5日 2489 スラヴゴロド A 9月 18日 2489

864 クラスヌィ・クト G 9月6日 2582 ポスペリハ A 9月 16日 2601

865 プレス G 9月6日 2479 バルナウール A 9月 15日 2427 中央は9月 16日、2479人

866 モクロウス G 9月6日 2253 タリメンカ A 9月 17日 2255
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867 ポクロフスク G 9月7日 2351 ポスペリハ、 ルプツォフスク A 9月 18日 2340 中央は9月25日、2354人

868 クラスヌィ・クト G 9月7日 2545 ビイスク A 9月 19日 2147 中央は2545人

869 ポクロフスク G 9月7日 2383 トプチハ A 9月 19日 2388

870 ベズィミャンナヤ G 9月8日 2520 ボリシャヤ・レチカ、 A 9月 19日 2538 中央は2520人

アルタイスカヤ

871 ウルバフ G 9月8日 2294 アレイスカヤ A 9月 20日 2278

872 レペヒンスカヤ G 9月8日 2512 カラスク A 9月 24日 2511 中央は9月23日

873 ポクロフスク G 9月9日 2339 タリメンカ A 9月 23日 2342 中央は9月24日、2339人

874 サラトフ Sa 9月 9日 2415 ビイスク A 9月 21日 2417 中央は9月22日

875 レペヒンスカヤ G 9月9日 2320 クルンダ A 9月 26日 2527

876 ベズィミャンナヤ G 9月11日 2488 バルナウール A 9月 22日 2419 中央は9月23日、2488人

877 サラトフ Sa 9月 10日 2386 クルンダ A 9月 24日 2387 中央は9月25日

878 レペヒンスカヤ G 9月13日 2320 カラスク A 9月 28日 2303

879 サラトフ Sa 9月 12日 2409 ビイスク A 9月 20日 2002 中央はジャンギストベ、

 9月 23日、2406人

880 欠番

881 レペヒンスカヤ G 9月12日 2524 アレイスカヤ A 9月 23日 2615 中央は9月24日、2524人

882 ナホイ G 9月13日 2291 オフチンニコヴォ A 9月 25日 2210 中央は9月26日、2291人

883 ベズィミャンナヤ G 9月13日 2489 クラスノヤルスク K 9月27日 2488 中央は9月26日

884 欠番

885 ナホイ G 9月14日 2504 クルンダ A 9月 27日 2501 中央は9月28日、2504人

886 ポクロフスク G 9月15日 2349 ビイスク A 9月 26日 2328 中央は2349人

887 ウヴェク Sa 9月 14日 2436 ビイスク A 9月 25日 2482 中央は9月26日、2459人

888 サラトフ Sa 9月 16日 2362 トプチハ A 9月 27日 2391 中央は9月26日、2362人

889 ウヴェク Sa 9月 16日 2315 バルナウール A 9月 29日 2308 中央は2315人

890 欠番

891 ウヴェク Sa 9月 17日 2487 カルマンカ、バガン A 9月 30日 2556 中央はクルンダ、2487人

892 ウヴェク Sa 9月 16日 2384 アルタイスカヤ A 9月 29日 2370 中央は2384人

895 サラトフ Sa 9月 16日 2260 モスカレンキ K/N.K 9月 25日 2276

Милова. Указ. соч. С.141-162, 173-214. より作成

注

1.  駅名の右隣のアルファベット略記は、行政区分を表す。

［出発時］G：ヴォルガ・ドイツ人自治共和国　K：カザフ共和国（東カザフスタン州）

Sa：サラトフ州　St：スターリングラード州

［到着時］A：アルタイ地方　K：クラスノヤルスク地方　N：ノヴォシビルスク州　O：オムスク州

K/はカザフ共和国を表し、K/の後ろの記号で州を表す。A：アクモラ州　D：ジャンブル州

E.K：東カザフスタン州　Ka：カラガンダ州　Kz：クズィル・オルダ州　Ku：クスタナイ州　

N.K：北カザフスタン州　P：パヴロダール州　S：セミパラチンスク州

2.  網掛け部分は、サラトフ州とスターリングラード州のドイツ人が対象。
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Депортация немцев Поволжья

Сиро ХАНЪЯ

Благодаря все более открытому доступу к архивным документам стало возмож-
ным детальное изучение вопроса о депортации немцев Поволжья на основе архивных
данных.  Опубликованы уже несколько работ по этому вопросу. Из них самым весомым
является труд А. Германа — «Немецкая Автономия на Волге», последнюю часть кото-
рого он целиком посвятил депортации и произвел ее тщательный анализ.

Задача этой статьи заключается в том, чтобы, согласившись в основном с мнением
А. Германа, перечитать изданные архивные документы и с новой точки зрения осветить
механизм, цели и результаты депортации немцев целого Поволжья, как Автономной
республики немцев Поволжья, Саратовской и Сталинградской областей.

Ранее утверждалось, что депортация немцев Поволжья была осуществлена на
основе Указа Президиума Верховного Совета СССР от 28 августа 1941 г.  Однако иссле-
дование архивных документов показало, что перед этим указом было принято поста-
новление Совнаркома СССР и ЦК ВКП(б) от 26 августа “О переселении всех немцев из
Республики немцев Поволжья, Саратовской и Сталинградской областей в другие края
и области”.  Другими словами, указ от 28 августа является просто декларативной попыт-
кой придать депортации хоть в какой-то степени “законный” характер, а непосредствен-
ным приказанием к ее исполнению послужило постановление от 26 августа.

Между прочим, А. Герман утверждает в своей книге, что не было никакого объек
тивного основания для обвинения немцев в измене, о котором говорится в указе от 28
августа.  Но существование факта измен, мне кажется, для сталинского режима было не
столь важным элементом.  Действуя по принципу “подозрительный - наказать”, хара-
ктерному для времени “великого террора”, заранее пресекались даже потенциальные
возможности измены, а именно во время войны этому принципу следуют особенно
строго.  Аналогичным примером может считаться депортация корейцев из Дальнего
Востока в 1937 г. или поляков с западной границы в 1939 г.

Руководство депортацией немцев было возложено на НКВД СССР, которому
предоставлялось право привлекать к работе по выселению другие наркоматы.  Опера-
цией выселения на местах командовала “оперативная группа НКВД” под руководством
заместителя НКВД Ивана Серова, затем под ней установилась упорядоченная система
командования: “областные оперативные тройки”, “участковые оперативные тройки”
и “оперативные группы”.  Перед депортацией на место проведения операции было
командировано 1550 сотрудников НКВД и 3250 работников милиции, также были нап-
равлены войска НКВД в общем количестве 12,350 человек.  На фоне присутствия таких
крупных сил подготовка к выселению была проведена чрезвычайно быстро.

Оперативные группы выезжали в колхозы, поселки и города, и заполняли учет-
ные карточки на каждую семью, подлежащую выселению.  На основе этих данных уча-
стковые оперативные тройки составляли план проведения операции с учетом числен-
ности выселяемых, наличия подвод и автотранспорта, маршрутов к станциям, и коли-
чества оперативного состава.  Эта работа началась 29-го августа, а уже 3-го сентября
первые эшелоны с депортированными отправились из Поволжья, то есть, все подгото-
вительные работы прошли чрезвычайно быстро, не более чем за неделю.

По “Таблице о движении эшелонов с депортированными немцами” (далее “Таб-
лица”), которая составлялась на основе архивных данных о депортации (станция, дата,
численность во время погрузки / разгрузки), можно проследить передвижение 451,806
немцев в 188 эшелонах из Поволжья.  Операция выселения началась 3-го сентября, а
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закончилась 21-го, на один день позже, чем планировалось.  Депортировали немцев с
30 станций Поволжья, а самое большое число эшелонов было отправлено со станции
Покровск.  В ходе 19-дневной операции ежедневно выселялось по несколько десятков
тысяч человек; максимум составил 38,420 человек (8 сентября), а в среднем выселялось
более 23 тысяч человек в день. Из-за того, что отправлялось много эшелонов одновре-
менно, на железных дорогах образовывались пробки.

Немцы были отправлены в Сибирь (Новосибирская и Омская области, Алтайский
и Красноярский края), а также прилегающие к ней области северо-восточного Казах-
стана.  А. Герман писал, что “чтобы не загружать основные железнодорожные трассы,
по которым шли к фронту воинские эшелоны, передвижение составов с поволжскими
немцами в Сибирь и Казахстан осуществлялось кружным путем” на юг. Но данные
“Таблицы” вызывают сомнение в этом.  Подсчитав среднее число дней в пути до станций
назначения по административному разделению, можно видеть, что кружным путем на
юг проходили только эшелоны к территориям на восток от Новосибирска, а эшелоны
в другие регионы (Кустанайскую, Северо-Казахстанскую, Акмолинскую, Омскую и
Павлодарскую области) проходили через Чкалов прямо по Транссибирской железной
дороге (путь на север).

Из-за погрешностей, имеющихся в “Таблице”, невозможно точно определить из-
менения численности в пути.  По далеко не полным данным, в эшелонах умерло
165 человек, были также случаи родов, отставаний от поезда и побегов.

Из Сталинградской области 26,880 немцев было отправлено водным транспортом
в Астрахань, оттуда по Каспийскому морю на пароходах до Гурьева и лишь затем желез-
нодорожным транспортом к Восточно-Казахстанской и Семипалатинской областям.
У большинства немцев, никогда не видевших моря, оно вызвало страх, отмечено даже
возникновение паники в ожидании отправления.

По “Таблице” можно также судить о характере депортации в целом.  При расс-
мотрении станций прибытия, прослеживается неслучайная закономерность в соответ-
ствиях мест назначения и номеров эшелонов.  Кроме того, рассмотрение дат отправле-
ния эшелонов показало, что эшелоны отправлялись не по номерам, а одновременно из
всех регионов Поволжья.  Номера необходимы для идентификации эшелонов во время
отъезда / приезда и при движении, они не могли быть распределены во время состав-
ления отчета, значит, для того, чтобы все эшелоны действительно двигались согласно
“Таблице”, необходимо было до начала операции завершить всю подготовительную
работу, подсчитать количество эшелонов и определить дни отправления.  Таким обра-
зом, “Таблица” показывает тщательную спланированность и хорошую подготовлен-
ность депортации.  Однако с другой стороны можно указать и на некоторые погреш-
ности в проведении операции.  Одним из примеров являются, как указывает А. Герман,
цифровые неточности в документах, а наиболее типичными были пропуски (7 случаев)
и добавления номеров, имеющие место в “Таблице”.  Это означает, что людская числен-
ность, подсчитанная при подготовке операции, иногда не соответствовала действитель-
ности и исправлялась прямо на местах погрузки.  Тем не менее тщательная спланиро-
ванность депортации немцев Поволжья указывает на наличие у властей накопленного
в ходе прошлых депортаций народов и массовых чисток опыта репрессий.

Автономная республика немцев Поволжья была ликвидирована 7 сентября; 7 ее
кантонов были включены в состав Сталинградской области, а остальные 14 кантонов -
в Саратовскую область.  Не осуществился замысел властей о заселении земель бывшей
Немреспублики эвакуированными людьми.  Хозяйство региона было разрушено и де-
портация немцев Поволжья принесла государству миллиардные убытки.

Между прочим, постановление от 26 августа сразу было передано на места пере-
селения немцев.  В Сибири и Казахстане принимались постановления об их приеме и
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создавались, так же как при операции выселения в Поволжье, оперативные тройки для
приема и расселения немцев, районные оперативные тройки для подготовки жилья,
транспортных перевозок, обеспечения питанием и т. д.  Постановлением предписыва-
лось осуществлять переселение немцев целыми колхозами, однако в действительности
их разделяли на несколько групп на станциях погрузки и в итоге депортируемые раз-
мещались среди русских колхозников почти посемейно.  Поэтому можно сказать, что
в новых местах поселения их поставили в положение “изолированных островов в океа-
не” иных народов.

Как уже было сказано, намерение депортировать немцев первоначально основы-
валось на идее об исключении потенциально опасного элемента.  Но положение немцев
после депортации указывает на то, что, в условиях нехватки рабочих рук в тяжелое
военное время, их рассматривали как “даровых работников”.  Особенно отчетливо
такое отношение просматривается в явлении “трудармии”, когда почти все трудоспо-
собные немцы были привлечены на принудительные работы.

Развитое общество немцев в Поволжье вследствие депортации было полностью
разрушено.  Эта депортация также ускорила ассимиляцию немцев в русскоязычном
обществе, о чем говорят данные переписи населения Казахстана, проведенной в 1989
году.


